
No. 454
平成２１年４月２０日 

No. 454
平成２１年４月２０日 

発行●阿武町役場　編集●阿武町役場総務課　Tel 08388－2－3111 
URL●http://www.town.abu.yamaguchi.jp　印刷●㈲松陰堂印刷所 
発行●阿武町役場　編集●阿武町役場総務課　Tel 08388－2－3111 
URL●http://www.town.abu.yamaguchi.jp　印刷●㈲松陰堂印刷所 

4
Apr. 2009

4
Apr. 2009

●阿武町っ子栄光賞� P2・3

●定額給付金の開始� P4

●新１年生の紹介�P10・11

●第１回議会定例会� P2～6

●議 会 だ よ り� P7～9

●宇田小学校閉校式� P10・11

●新 し い 先 生 紹 介� P14・15

ABU  Community  NewspaperABU  Community  NewspaperABU  Community  Newspaper

夢と笑顔あふれる「豊かで住みよい文化の町」 

奈古小学校で入学式奈古小学校で入学式 

ドキドキ!! ワクワク!!
　　ピッカ ピカ!!
ドキドキ!! ワクワク!!
　　ピッカ ピカ!!
奈古小学校で入学式 
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　平成２１度予算などを審議する平成２１年第１回阿武町議会定例会が、３月４日～１８日までの会期１５
日間で開かれ、提出議案３６件、所管事務調査１件、全員協議会での報告ほか２件が、いずれも慎重
に審議され、原案どおり可決または承認されました。定例会冒頭での中村町長の施策方針、新年度
予算や主な事業を紹介し、議決事項を報告します。 

平成21年度当初予算が成立 
一般会計　29億　600万円（4.8％増） 
特別会計　15億　509万円（2.3％減） 
総　　額　44億1,109万円（2.3％増） 

第１回議会定例会第１回議会定例会 
３月４日～３月４日～１８日 

平成21年度当初予算が成立 
一般会計　29億　600万円（4.8％増） 
特別会計　15億　509万円（2.3％減） 
総　　額　44億1,109万円（2.3％増） 

第１回議会定例会 
３月４日～１８日 

 

中村秀明町長 
　
１
０
０
年
に
１
度
と
い
わ
れ
る
世

界
同
時
不
況
の
中
、
我
が
国
の
景
気

の
行
き
先
も
不
透
明
感
を
増
し
て
い

ま
す
。
 

　
本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
大
き
な

企
業
な
ど
は
な
い
と
は
い
え
、
企
業

収
益
や
雇
用
の
面
で
相
当
の
影
響
が
出
て
い
る
よ
う
で
す
。
各
事

業
者
に
は
、
何
と
か
こ
の
苦
境
を
乗
り
切
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

願
う
と
同
時
に
、
本
町
財
政
に
お
い
て
も
、
消
費
の
減
退
に
よ
る

個
人
や
法
人
税
収
の
落
ち
込
み
が
大
変
懸
念
さ
れ
、
一
日
も
早
い

景
気
の
回
復
を
願
っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
様
な
状
況
の
中
、
私
が
平
成
１７
年
５
月
に
町
長
に
就
任
し

て
以
来
４
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
間
、
私
は
、
本
町
の
定
め
る
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
基

本
理
念
に
基
づ
き
、「
町
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」、「
未
来
に
ひ

ろ
が
る
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」、「
自
立
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
３
つ
の
視
点
に
立
っ
て
、
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
各

種
施
策
を
鋭
意
講
じ
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で

も
特
に
、
ほ
う
れ
ん
そ
う
・
に
ん
じ
ん
の
産
地
化
の
た
め
の
施
設

整
備
や
農
業
法
人
等
営
農
組
織
の
育
成
、
更
に
、
加
仁
原
、
手
間

ヶ
谷
下
、
福
谷
の
た
め
池
整
備
事
業
等
に
よ
る
農
業
生
産
基
盤
の

整
備
、
阿
武
・
萩
沖
の
広
域
魚
礁
の
設
置
や
奈
古
地
区
広
域
漁
港

整
備
事
業
等
に
よ
る
水
産
業
基
盤
の
整
備
を
行
っ
て
参
り
ま
し

た
。
ま
た
、
町
民
の
利
便
性
の
向
上
や
交
通
安
全
対
策
と
し
て
、

町
道
木
与
山
ノ
口
線
、
汐
入
野
地
線
、
岩
坪
八
保
線
、
元
浦
平
原

線
の
改
良
に
も
鋭
意
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
 

　
更
に
、
生
活
に
直
結
す
る
生
活
環
境
の
整
備
と
し
て
は
奈
古
簡

易
水
道
整
備
事
業
も
供
用
開
始
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
阿
武
中
学
校
校
舎
大
規
模
改
造
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
最
小
限
の
コ
ス
ト
で
最
大
限
の
効
果
を
上
げ
た
と
い
う
こ
と

で
全
国
的
な
評
価
も
得
た
と
こ
ろ
で
、
本
当
に
あ
り
が
た
く
思
っ

て
い
ま
す
。
 

　
今
後
に
お
い
て
も
町
道
汐
入
野
地
線
、
岩
坪
八
保
線
、
元
浦
平
 

            原
線
の
道
路
整
備
、
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
改
修
、
福
賀

小
中
学
校
屋
内
運
動
場
の
耐
震
補
強
、
奈
古
小
学
校
及
び
給
食
セ

ン
タ
ー
の
改
築
、
宇
田
小
学
校
の
有
効
活
用
、
役
場
本
庁
舎
の
耐

震
補
強
、
そ
し
て
道
の
駅
の
再
編
も
引
き
続
き
計
画
的
に
進
め
て

行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

　
ま
た
、
自
治
会
制
度
へ
の
移
行
も
ま
だ
ま
だ
相
当
な
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
が
必
要
で
、
今
後
は
人
づ
く
り
の
た
め
の
ソ
フ
ト
事
業
も

一
層
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
認
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
本
町
の
財
政
基
盤
に
つ
き
ま
し
て
も
、
さ
ら
に
徹
底
し
た

行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、
経
費
の
節
減
と
費
用
対
効
果
を
検
証

し
な
が
ら
、
健
全
で
計
画
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
も
大
変
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
に
多
く
の
課
題
が
山
積
す

る
中
で
、
今
私
は
、
私
に
課
せ
ら
れ
た

使
命
達
成
も
、
ま
だ
ま
だ
道
半
ば
で
あ

る
と
強
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

今
後
も
引
き
続
き
、
町
行
政
の
最
高
責

任
者
と
し
て
先
頭
に
立
っ
て
、
こ
れ
ら

諸
課
題
に
対
応
す
る
こ
と
こ
そ
、
そ
の

答
え
を
出
す
道
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

整備が進む町道汐入野地線 

平成21年度　町長の施策方針　町民が主役の安心と協働、 
そして健全で計画性のある町づくりを引き続き推進していきます。 

　任期満了による阿武町長選挙が４月
７日に告示され、現町長の中村秀明氏
の他に立候補者がなく、無投票当選が
決まりました。４月１３日の選挙会にお
いて、当選者が正式に決定され、同日
佐伯選挙管理委員長から当選証書が付
与されました。再選された中村氏は２
期目、新たな任期は５月１日からです。 
　中村町長は「あらためて責任の重さ
を感じています。経験と実績を生かし、
小さくても個性が光るまちづくりに全
力を尽くします」と抱負を語りました。 

町長に中村秀明氏 
無投票で再選 
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歳入 歳出 

 ①
明
日
に
つ
な
ぐ
活
力
あ
る
　

　
産
業
づ
く
り
 

　
農
業
関
係
で
は
、
市
場
か
ら
高

い
評
価
を
得
て
い
る
ほ
う
れ
ん
そ

う
の
更
な
る
安
定
生
産
や
産
地
化

の
た
め
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
建
設
や

予
冷
庫
な
ど
の
導
入
に
対
す
る
補

助
を
行
う
ほ
か
、
に
ん
じ
ん
の
新

た
な
産
地
化
に
向
け
た
栽
培
用
機

械
整
備
に
対
す
る
補
助
を
行
い
、

生
産
拡
大
に
よ
る
一
層
の
産
地
形

成
強
化
を
図
り
ま
す
。
 

◎
需
要
に
応
え
る
園
芸
産
地
構
造

　
改
革
推
進
事
業
（
ほ
う
れ
ん
そ

　
う
、
に
ん
じ
ん
）
 

　
　（
２
２
７
２
万
２
０
０
０
円
） 

　
県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事

業
に
よ
り
、
柳
尾
た
め
池
の
堰
堤

切
開
を
含
め
た
下
流
域
の
排
水
路

改
修
や
、
飯
谷
地
区
他
の
農
道
改

良
に
係
る
測
量
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

◎
県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事

　
業
　
　
　
　（
７
５
０
５
万
円
） 

　
水
産
業
関
係
で
は
、
魚
介
類
の

生
息
場
所
と
し
て
重
要
な
沿
岸
域

の
藻
場
や
干
潟
の
保
全
、
回
復
な

ど
に
取
り
組
む
漁
業
者
な
ど
の
活

動
を
支
援
す
る
た
め
、
漁
業
者
な

ど
が
行
う
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
や

海
藻
種
苗
の
生
産
・
投
入
、
食
害

生
物
の
駆
除
等
各
種
保
全
活
動
に

対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。
 

　
農
業
、
漁
業
の
新
た
な
担
い
手

の
確
保
・
育
成
を
図
る
た
め
、
新

規
就
農
希
望
者
、
新
規
就
漁
希
望

者
に
対
し
て
農
業
経
営
、
漁
業
経

営
に
必
要
な
技
術
を
習
得
す
る
た

め
の
研
修
を
実
施
し
、
研
修
費
等

の
助
成
を
行
い
ま
す
。
 

◎
就
農
・
定
住
円
滑
化
対
策
化
事

　
業
（
新
規
就
農
）
 

（
１
４
７
万
円
） 

◎
就
漁
円
滑
化
対
策
事
業
 

（
１
８
０
万
円
） 

◎
環
境
・
生
態
系
保
全
活
動
支
援

　
事
業
（
藻
場
や
干
潟
の
保
全
）

（
８５
万
円
） 

 ②
み
ん
な
で
支
え
る
安
心
な
 

　
暮
ら
し
づ
く
り
 

　
暮
ら
し
の
対
策
で
は
、
健
や
か

な
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て

る
た
め
、
妊
婦
健
康
診
査
の
補
助

回
数
を
、
従
来
の
８
回
か
ら
１４
回

に
増
や
し
妊
娠
期
間
中
の
定
期
健

診
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
乳

児
健
康
診
査
に
つ
い
て
、
従
来
の

３
カ
月
児
、
７
カ
月
児
健
診
に
加

え
新
た
に
１
カ
月
児
を
対
象
に
健

康
診
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り

乳
児
健
康
診
査
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
 

　
ま
た
、
各
種
健
康
づ
く
り
教
室

や
サ
ロ
ン
の
充
実
な
ど
の
健
康
福

祉
事
業
や
生
活
支
援
事
業
、
延
長

保
育
や
妊
婦
、
育
児
相
談
を
は
じ

め
と
す
る
子
育
て
支
援
事
業
に
つ

い
て
は
引
き
続
き
実
施
し
、
国
、

県
の
制
度
を
有
効
活
用
し
な
が
ら

一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
 

　
奈
古
浦
地
区
に
お
け
る
近
年
の

潮
位
上
昇
に
よ
る
漁
港
関
連
道
の

冠
水
、
民
家
の
床
下
浸
水
な
ど
の

被
害
を
防
止
す
る
た
め
の
奈
古
漁

港
物
揚
場
な
ど
の
嵩
上
げ
工
事
を

前
年
度
に
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。 

◎
奈
古
漁
港
広
域
漁
港
整
備
事
業
 

　（
物
揚
場
等
嵩
上
工
事
）
 

（
３
０
０
０
万
円
） 

        

 ③
住
み
よ
い
快
適
な
環
境
づ
く
り
 

　
交
通
関
係
で
は
、
町
営
バ
ス
や

生
活
路
線
バ
ス
の
確
保
を
引
き
続

き
行
い
ま
す
。
 

　
道
路
整
備
関
係
で
は
、
奈
古
の

美
里
・
水
ケ
迫
周
辺
か
ら
Ｊ
Ｒ
を

ま
た
ぎ
国
道
に
通
じ
る
、
町
道
汐

入
野
地
線
の
バ
イ
パ
ス
新
設
工
事

を
引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、
宇

田
郷
の
町
道
元
浦
平
原
線
、
福
賀

の
町
道
岩
坪
八
保
線
の
道
路
改
良

も
早
期
完
成
を
目
指
し
ま
す
。
 

　
防
災
対
策
関
係
で
は
、
県
営
中

山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
に
よ

り
、
老
朽
化
し
た
防
災
行
政
無

線
の
デ
ジ
タ
ル
化
改
修
を
行
う
ほ

か
、
土
集
落
の
営
農
飲
雑
用
水
施

設
整
備
に
つ
い
て
も
測
量
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
無
線
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
合
わ
せ
て
補
助
対
象
と
な
ら

な
い
屋
外
拡
声
器
や
戸
別
受
信
機

に
つ
い
て
も
整
備
し
ま
す
。
 

     ◎
過
疎
対
策
道
路
事
業
（
町
道
汐

　
入
野
地
線
、元
浦
平
原
線
、岩
坪

　
八
保
線
）（
３
億
８
２
０
万
円
） 

◎
単
県
農
山
漁
村
整
備
事
業
（
防

　
災
行
政
無
線
関
係
な
ど
）
 

　
　
　
　
　
（
６
７
０
０
万
円
） 

平成２１年度会計別予算状況 平成２１年度一般会計歳入歳出予算状況 
予算総額29億600万円 

町債10.3%

65.9% 
34.1% 
13.5% 
1.6% 
1.8% 
0.0% 
11.8% 
0.9% 
3.9% 
0.6% 

100.0%

2,906,000 
1,505,096 
594,206 
68,491 
80,285 
305 

522,098 
39,858 
174,630 
25,223 

4,411,096

当初予算額 構成比（％） 金　額 伸長率（％） 
平成21年度 前年度との比較 

134,000 
△ 34,901 
7,782 

△ 6,307 
△ 4,629 
△ 77,313 
50,183 
△ 8,663 
6,510 

△ 2,464 
99,099

4.8% 
△2.3% 
1.3% 
△8.4% 
△5.5% 
△99.6% 
10.6% 
△17.9% 
3.9% 
△8.9% 
2.3%

国保（事業勘定） 
国保（直診勘定） 
後期高齢  
老人保健  
介護保険  
簡易水道  
農業集落  
漁業集落  

 

一般会計 
特別会計 

区　　分 

合　　計 

町税 
10.3%

地方譲与税 
1.3%

議会費1.1%

総務費 
16.3%

民生費 
17.4%

労働費0.1%

衛生費 
4.4% 
 

農林水産業費16.7% 
 

商工費2.1%

土木費 
13.3%

消防費 
4.9%

教育費 
7.8%

公債費15.6% 
 

予備費0.3%

地方消費税 
交付金1.0% 
 自動車取得 
税交付金0.7% 
 

地方交付税 
53.0% 
 

地方特例 
交付金0.1% 
 

分担金及び 
負担金0.6%

使用料及び 
手数料2.2% 
 

国庫支出金 
9.0%

県支出金 
7.1%

財産収入 
0.4%

繰越金2.1%
繰入金1.1%

諸収入0.8%

　
平
成
２１
年
度
町
主
要
施
策
を
阿
武
町
基
本
計
画
「
元
気
！
あ
ぶ
町
！

５
０
０
１
プ
ラ
ン
」
の
６
つ
の
柱
に
そ
っ
て
説
明
し
、
主
な
事
業
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。
　
　
　
　
※
◎
事
業
名
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
（
　
）
内
の
金
額
は
今
年
度
予
算
額
 

奈古漁港物揚場 

デジタル無線 

※少額項目は表示を省略 

単位：千円 

平
成
２１
年
度
予
算
及
び
主
要
施
策
の
概
要
 



　
消
防
関
係
で
は
、
消
防
団
の
再

編
に
よ
り
、
新
た
に
組
織
さ
れ
る

宇
田
郷
分
団
の
消
防
器
庫
を
新
設

す
る
ほ
か
、
今
年
度
福
賀
分
団
が

山
口
県
消
防
操
法
大
会
へ
出
場
す

る
こ
と
か
ら
、
必
要
備
品
や
練
習

会
場
な
ど
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
 

◎
消
防
器
庫
新
設
事
業
 

（
２
６
０
７
万
円
） 

             ④
と
も
に
築
く
定
住
の
 

　
ま
ち
づ
く
り
 

　
定
住
対
策
で
は
、
引
き
続
き
空

き
家
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を

進
め
る
と
と
も
に
、
Ｕ
・
Ｊ
・
Ｉ

タ
ー
ン
者
の
受
け
入
れ
を
促
進
す

る
た
め
、
国
や
県
が
主
催
す
る
フ

ェ
ア
な
ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し

町
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も
に
、
Ｕ

Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
の
相
談
窓
口

と
な
り
、
転
入
さ
れ
た
世
帯
へ
の

暮
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行

う
定
住
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
設
置
し

ま
す
。
 

           　
ま
た
、
阿
武
町
の
良
さ
、
魅
力

を
伝
え
、
阿
武
町
へ
の
移
住
の
足

が
か
り
と
な
る
よ
う
阿
武
町
グ
リ

ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
と

連
携
し
田
舎
暮
ら
し
体
験
ツ
ア
ー

を
開
催
し
ま
す
。
 

 ⑤
い
き
い
き
と
未
来
に
輝
く
人

づ
く
り
 

　
老
朽
化
が
進
み
耐
震
基
準
を
下

回
っ
て
い
る
福
賀
小
中
屋
内
運
動

場
の
耐
震
補
強
を
実
施
す
る
ほ
か
、

奈
古
小
学
校
及
び
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
も
、
平
成
２２
年
度

改
築
へ
の
着
手
に
向
け
設
計
及
び

地
質
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
、
公
共
施
設
な
ど
に
お

け
る
一
定
の
障
害
を
持
つ
利
用
者

の
利
便
性
を
高
め
、
施
設
の
利
用

促
進
を
図
る
た
め
、
町
民
セ
ン
タ

ー
及
び
体
育
セ
ン
タ
ー
の
ト
イ
レ

を
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
型
ト
イ
レ

に
改
修
し
ま
す
。
 

◎
福
賀
小
中
屋
内
運
動
場
耐
震
改

　
修
事
業
　
　（
４
４
９
４
万
円
） 

◎
奈
古
小
学
校
校
舎
改
築
事
業
 

　
　
　
　
　
　（
２
８
１
９
万
円
） 

◎
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
事
業
 

（
４
９
３
万
５
０
０
０
円
） 

◎
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
型
ト
イ
レ

　
改
修
事
業
 

（
３
０
２
万
４
０
０
０
円
） 

 ⑥
連
携
の
き
ず
な
が
広
が
る
 

　
し
く
み
づ
く
り
 

　
皆
さ
ん
の
声
を
町
政
に
反
映
す

る
た
め
の
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
」
を
今
年
度
も
３
地
区
で
開
催

す
る
ほ
か
、
要
望
に
応
じ
、
い
わ

ゆ
る
出
前
ト
ー
ク
「
町
政
出
前
講

座
」
を
行
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
従
来
の
駐
在
員
制
度
か
 

           ら
自
治
会
制
度
へ
の
移
行
を
進
め

る
中
で
、
新
設
さ
れ
た
自
治
会
に

対
し
て
、
町
政
の
協
力
活
動
に
対

す
る
町
政
協
力
交
付
金
や
自
治
会

が
自
主
的
に
行
う
各
種
活
動
に
対

す
る
集
落
彩
生
交
付
金
を
交
付
し

ま
す
。
 

◎
阿
武
町
集
落
彩
生
事
業
 

（
６
６
９
万
４
０
０
０
円
） 

    　
平
成
２０
年
度
国
の
第
二
次
経
済

対
策
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
「
地

域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付

金
」
事
業
に
つ
い
て
は
、
３
月
の

議
会
に
お
い
て
補
正
計
上
し
ま
し

た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
平
成
２１

年
度
へ
繰
越
と
な
る
た
め
、
実
質

的
に
平
成
２１
年
度
に
事
業
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

 
福
祉
関
係
で
は
、
障
害
者
の
社

会
参
加
を
支
援
す
る
た
め
、
現
在

の
社
会
福
祉
協
議
会
の
横
に
障
害

者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
建

設
し
ま
す
。
 

◎
障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

　
ー
建
設
事
業（
３
２
０
０
万
円
） 

　
農
林
水
産
関
係
で
は
、
県
事
業

補
助
金
の
減
額
に
よ
り
実
施
で
き

な
く
な
っ
て
い
た
宇
久
海
岸
護
岸

整
備
工
事
を
実
施
す
る
ほ
か
、
清

ヶ
浜
に
お
い
て
、
よ
り
小
さ
い
ゴ

ミ
を
回
収
す
る
た
め
に
牽
引
式
サ

ン
ド
ク
リ
ー
ナ
ー
機
器
を
購
入
し

ま
す
。
ま
た
、
道
の
駅
温
水
プ
ー

ル
の
屋
上
に
設
置
す
る
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
発
電
装
置
に
、
５
キ
ロ
ワ

ッ
ト
程
度
の
パ
ネ
ル
を
増
設
し
ま

す
。
 

◎
宇
久
海
岸
護
岸
整
備
事
業
 

（
５
２
９
万
２
０
０
０
円
） 

◎
牽
引
式
サ
ン
ド
ク
リ
ー
ナ
ー
機

　
器
の
購
入
事
業
 

　
（
１
３
０
０
万
円
） 

◎
道
の
駅
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
増
設

　
事
業
　
　
　
 （
４
０
０
万
円
） 

            　
土
木
関
係
で
は
、
購
入
後
１０
数

年
経
過
し
交
換
部
品
も
な
い
状
況

に
あ
る
ジ
ー
プ
型
小
型
除
雪
車
を

更
新
し
ま
す
。
町
道
の
橋
の
延
命

化
計
画
を
立
て
る
た
め
の
橋
梁
点

検
を
実
施
し
ま
す
。
 

　
ま
た
、
町
道
路
肩
で
降
雪
や
災

害
な
ど
で
道
路
を
ふ
さ
ぐ
恐
れ

の
あ
る
支
障
木
な
ど
を
伐
採
し
ま

す
。
 

道の駅ソーラーパネル 

定住アドバイザー 

宇田郷消防器庫予定地 

まちづくり懇談会 

「
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
 

　
　
　
臨
時
交
付
金
」
事
業
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5

◎
ジ
ー
プ
型
小
型
除
雪
車
購
入
事

　
業
　（
４
９
３
万
７
０
０
０
円
） 

◎
町
道
橋
梁
点
検
事
業
 

　
　
　
　
　
　
（
３
０
０
万
円
） 

◎
町
道
路
肩
支
障
木
伐
採
事
業
 

　
　
　
　
　
（
２
０
０
０
万
円
）

　
教
育
関
係
で
は
、
阿
武
中
学
校

屋
上
へ
太
陽
光
発
電
装
置
を
設
置

し
ま
す
。
 

◎
阿
武
中
学
校
太
陽
光
発
電
装
置

　
設
置
事
業
　（
１
９
９
５
万
円
） 

　
定
住
対
策
で
は
、
定
住
促
進
を

図
る
た
め
、
美
咲
地
先
に
分
譲
宅

地
を
造
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
 

◎
分
譲
地
造
成
事
業（
美
咲
地
先
） 

（
４
４
０
０
万
円
） 

   　
本
定
例
会
一
般
質
問
に
は
、
２

人
の
方
か
ら
次
の
４
つ
の
質
問
が

あ
り
町
長
か
ら
答
弁
が
さ
れ
ま
し

た
。
 

 
質
問
者
及
び
内
容
 

小
田
達
雄
議
員
 

○
２１
年
度
予
算
と
事
業
内
容
に
つ

　
い
て
 

○
農
業
の
振
興
に
つ
い
て
 

西
村
良
子
議
員
 

○
町
内
中
小
企
業
等
の
経
営
状
況

　
と
対
応
に
つ
い
て
 

○
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

　
に
つ
い
て
 

 
な
お
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て

は
Ｐ
７
の
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
 

阿
武
町
嘱
託
員
設
置
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
 

　
こ
れ
は
、
今
年
４
月
１
日
か
ら

予
定
し
て
い
る
駐
在
員
制
度
か
ら

自
治
会
制
度
へ
の
移
行
に
伴
な

い
、
今
年
３
月
３１
日
を
も
っ
て
現

在
の
駐
在
員
を
廃
止
す
る
こ
と
に

な
り
、
こ
の
た
め
の
当
該
条
例
を

廃
止
す
る
も
の
で
す
。
な
お
、
一

部
移
行
の
た
め
調
整
期
間
を
要
す

る
集
落
に
つ
い
て
は
、
付
則
で
、

１
年
間
に
限
り
、
駐
在
員
制
度
を

延
長
す
る
旨
を
規
定
す
る
も
の
で

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

阿
武
町
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
 

　
こ
れ
は
、
携
行
や
保
管
の
利
便

性
の
向
上
の
観
点
か
ら
、
印
鑑
登

録
証
を
、
現
在
の
手
帳
タ
イ
プ
か

ら
カ
ー
ド
タ
イ
プ
に
移
行
す
る
た

め
の
所
要
の
改
正
で
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

阿
武
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日

及
び
休
暇
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
 

阿
武
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

　
こ
れ
は
、
人
事
院
勧
告
に
伴

い
、
公
務
員
の
勤
務
時
間
が
週
４０

時
間
か
ら
週
３８
時
間
４５
分
、
一
日

８
時
間
か
ら
一
日
７
時
間
４５
分
に

な
っ
た
こ
と
に
伴
う
条
例
の
一
部

改
正
で
す
。
な
お
、
実
際
の
役
場

の
業
務
時
間
は
、
従
来
ど
お
り
午

前
８
時
半
か
ら
午
後
５
時
１５
分
で

変
更
あ
り
ま
せ
ん
が
、
昼
休
み

が
、
現
在
は
、
正
午
か
ら
１２
時
４５

分
ま
で
の
４５
分
間
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
が
、
正
午
か
ら
午
後
１

時
ま
で
の
１
時
間
と
な
る
も
の
で

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

町
長
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

　
こ
れ
は
、
町
長
の
期
末
手
当
の

支
給
に
つ
き
ま
し
て
、
他
市
町
と

の
均
衡
を
図
る
た
め
、
加
算
率
を
 

変
更
す
る
も
の
で
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
 

阿
武
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
 

　
こ
れ
は
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う

医
師
の
初
任
給
調
整
手
当
の
改
正

及
び
勤
務
時
間
の
変
更
に
伴
う
、

超
過
勤
務
手
当
等
に
係
る
条
例
の

一
部
改
正
で
あ
り
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
 

阿
武
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
 

　
こ
れ
は
、
公
平
性
の
確
保
の
観

点
及
び
他
市
町
と
の
均
衡
の
観
点

か
ら
、
町
民
税
及
び
固
定
資
産
税

の
前
納
報
奨
金
制
度
を
平
成
２０
年

度
を
も
っ
て
廃
止
す
る
た
め
の
条

例
の
一
部
改
正
で
あ
り
ま
す
。
 

阿
武
町
納
税
貯
蓄
組
合
助
成
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
 

　
こ
れ
は
、
口
座
振
替
の
普
及
や

個
人
情
報
保
護
の
観
点
な
ど
か
ら

納
税
貯
蓄
組
合
を
平
成
２０
年
度
を

も
っ
て
廃
止
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
が
、
こ
れ
に
伴
い
同
組
合

に
対
す
る
助
成
金
を
平
成
２０
年
度

を
も
っ
て
廃
止
す
る
た
め
の
条
例

の
一
部
改
正
で
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
 

阿
武
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
 

　
こ
れ
は
、
平
成
２１
年
度
か
ら
２３

年
度
ま
で
の
第
４
期
保
険
料
の
改

訂
の
た
め
の
所
要
の
改
正
で
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

阿
武
町
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨

時
特
例
基
金
条
例
 

　
こ
れ
は
、
介
護
報
酬
改
定
に
伴

う
保
険
料
の
増
額
に
対
す
る
激
変

緩
和
措
置
を
図
る
た
め
の
基
金
の

設
置
の
た
め
の
条
例
の
制
定
で
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

阿
武
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
 

　
こ
れ
は
、
岡
田
橋
公
営
住
宅
２

棟
４
戸
の
完
成
に
伴
う
別
表
へ
の

追
加
等
の
条
例
の
一
部
改
正
で
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

阿
武
町
使
用
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
 

　
こ
れ
は
、
宇
田
小
の
廃
校
に
伴

い
、
宇
田
郷
教
員
住
宅
２
戸
及
び

入
居
者
の
い
な
い
福
賀
教
員
住
宅

１
戸
を
一
般
住
宅
に
移
管
す
る
及

び
阿
武
町
使
用
料
条
例
か
ら
の
削

除
、
ま
た
宇
田
小
の
廃
校
に
伴
う

宇
田
小
プ
ー
ル
の
廃
止
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
及
び
体
育
館
は
社
会
教
育
施

設
と
し
て
一
般
に
開
放
す
る
た
め

の
使
用
料
の
決
定
に
よ
る
も
の
で

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

阿
武
町
一
般
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
 

　
こ
れ
は
、
宇
田
郷
教
員
住
宅
２

戸
及
び
福
賀
教
員
住
宅
１
戸
を
一

般
住
宅
と
し
て
追
加
、
さ
ら
に
、

老
朽
化
に
よ
り
使
用
不
能
と
な
っ

て
い
る
福
賀
の
一
般
住
宅
１
戸
を

解
体
・
廃
止
す
る
た
め
の
条
例
の

一
部
改
正
で
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
 

阿
武
町
営
プ
ー
ル
の
設
置
及
び
管

理
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
 

 
こ
れ
は
、
宇
田
小
の
廃
校
に
伴

い
、
宇
田
学
校
プ
ー
ル
を
廃
止

し
、
宇
田
郷
地
区
を
奈
古
学
校
プ

ー
ル
の
設
置
区
域
に
加
え
る
た
め

の
条
例
の
一
部
改
正
で
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

阿
武
町
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
 

　
こ
れ
は
、
宇
田
小
の
廃
校
に
伴

い
、
宇
田
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
社
会
 

一
　
般
　
質
　
問
 



体
育
施
設
と
し
て
、
名
称
も
「
宇

田
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
と
し

阿
武
町
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
中
に

位
置
づ
け
る
た
め
の
、
同
条
例
の

題
名
の
変
更
及
び
同
施
設
の
追
加

に
係
る
所
要
の
改
正
で
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

阿
武
町
体
育
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
 

　
こ
れ
は
、
宇
田
小
の
廃
校
に
伴

い
、
宇
田
小
屋
内
運
動
場
を
「
宇

田
ふ
れ
あ
い
体
育
館
」
と
し
、
阿

武
町
体
育
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
中
に
位
置

づ
け
る
た
め
の
、
同
条
例
の
題
名

の
変
更
及
び
同
施
設
の
追
加
に
係

る
所
要
の
改
正
で
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
 

阿
武
町
消
防
団
員
の
定
数
・
任
免

・
給
与
・
服
務
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
 

　
こ
れ
は
、
平
成
２１
年
度
か
ら
の

消
防
団
の
組
織
再
編
に
伴
い
、
団

員
の
定
数
、
報
酬
、
費
用
弁
償
な

ど
改
正
す
る
も
の
で
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

山
口
県
市
町
総
合
事
務
組
合
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減

少
及
び
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
 

　
こ
れ
は
、
構
成
団
体
で
あ
り
ま

す
柳
井
地
区
広
域
事
務
組
合
の
脱

退
に
係
る
規
約
の
変
更
等
な
ど
で

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

平
成
２０
年
度
阿
武
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
回
）
 

　
今
回
の
補
正
額
は
、
５
億
２
３

０
８
万
９
０
０
０
円
の
増
額
で
、

補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

は
、
３３
億
８
１
０
１
万
円
と
な
り

ま
す
。
 

　
主
な
も
の
し
て
用
地
買
収
な
ど

の
円
滑
化
の
た
め
土
地
開
発
基
金

へ
の
繰
出
金
５
０
０
０
万
円
の
増

額
、
今
後
予
定
し
て
い
る
奈
古
小

学
校
及
び
給
食
セ
ン
タ
ー
の
改
築

や
役
場
庁
舎
の
耐
震
改
修
な
ど
の

大
規
模
な
ハ
ー
ド
事
業
に
係
る
財

政
運
営
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、

公
共
施
設
整
備
基
金
積
立
金
２
億

円
の
新
規
計
上
、
更
に
、
本
町
出

身
の
方
々
か
ら
頂
い
た
「
ふ
る
さ

と
寄
附
金
」
を
阿
武
町
ふ
る
さ
と

振
興
基
金
へ
積
み
立
て
る
こ
と
と

し
、積
立
金
８０
万
円
を
新
規
計
上
。

ま
た
、
定
額
給
付
金
に
つ
き
ま
し

て
は
、
給
付
金
６
６
０
０
万
円
及

び
事
務
費
６
１
６
万
９
０
０
０
円

の
合
計
７
２
１
６
万
９
０
０
０
円

を
新
規
計
上
。
こ
れ
ら
総
額
で
５

億
２
３
０
８
万
９
０
０
０
円
の
大

幅
な
増
額
計
で
す
。
 

8
件
契
約
の
締
結
の
報
告
 

　
契
約
締
結
に
つ
い
て
、
次
の
８

件
の
概
要
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
◆
工
事
名
・（
請
負
金

額
・
請
負
業
者
名
）
 

◆
平
成
２０
年
度
　
阿
武
地
区
測
量

設
計
業
務
委
託
（
３
２
９
万
７
０

０
０
円
・
山
口
県
土
地
改
良
事
業

団
体
連
合
会
）
 

◆
平
成
２０
年
度
　
町
道
汐
入
野
地

線
道
路
新
設
工
事
に
伴
う
建
物
等

調
査
業
務
委
託
（
４
６
２
万
円
・

サ
ン
ヨ
ー
コ
ン
サ
ル
ト
㈱
）
 

◆
平
成
２０
年
度
　
町
道
汐
入
野
地

線
道
路
新
設
工
事
（
第
４
工
区
）

（
１
７
７
４
万
５
０
０
０
円
・
小

田
建
設
㈱
）
 

◆
平
成
２０
年
度
　
町
道
岩
坪
八
保

線
道
路
改
良
工
事
（
第
３
工
区
）

（
１
４
８
０
万
５
０
０
０
円
・
㈱

野
稲
組
）
 

◆
平
成
２０
年
度
　
道
の
駅
阿
武
町

太
陽
光
発
電
施
設
設
置
工
事
（
１

４
４
９
万
円
・
㈱
中
電
工
）
 

◆
平
成
２０
年
度
　
奈
古
漁
港
広
域

漁
港
整
備
工
事
（
第
１
工
区
）（
１

５
２
７
万
７
５
０
０
円
・
㈱
小
田

産
業
）
 

◆
平
成
２０
年
度
　
奈
古
漁
港
広
域

漁
港
整
備
工
事
（
第
２
工
区
）（
３

４
５
４
万
５
０
０
０
円
・
阿
武
建

設
㈱
）
 

◆
平
成
２０
年
度
　
奈
古
漁
港
広
域

漁
港
整
備
工
事
（
第
３
工
区
）（
３

１
５
０
万
円
・
小
田
建
設
㈱
）
 

ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー
ム
阿
武
の
経
営

状
況
を
報
告
 

　
こ
れ
は
、
地
方
自
治
法
の
規
定

に
基
づ
き
、
有
限
会
社
ド
リ
ー
ム
 

フ
ァ
ー
ム
阿
武
の
経
営
状
況
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
 

     【
退
職
】
 

●
３
月
３１
日
付
 

▼
岡
村
　
久
＝
（
経
済
課
長
）
 

▼
田
村
康
正
＝
（
経
済
課
主
幹
）
 

▼
幸
坂
幸
子
＝
（
係
長
）
 

▼
金
子
由
記
子
＝
（
住
民
係
長
）
 

 【
異
動
】
 

●
３
月
３１
日
付
 

▼
花
田
憲
彦
＝
兼
財
政
係
長
事
務

　
取
扱
を
解
く
（
総
務
課
長
兼
財

　
政
係
長
事
務
取
扱
兼
企
画
広
報

　
係
長
事
務
取
扱
）
 

▼
小
野
一
司
＝
兼
税
務
係
長
事
務

　
取
扱
を
解
く
（
住
民
課
長
兼
税

　
務
係
長
事
務
取
扱
）
 

●
４
月
１
日
付
 

▼
服
部
孝
子
＝
兼
環
境
保
健
係
長

　
事
務
取
扱
（
民
生
課
長
兼
み
ど

　
り
保
育
園
長
）
 

▼
長
山
雅
範
＝
経
済
課
長
兼
分
任

　
出
納
員
兼
無
角
和
種
振
興
公
社

　
事
務
局
長
（
併
任
）
農
業
委
員

　
会
事
務
局
長
（
会
計
管
理
者
・

　
出
納
室
長
）
 

▼
金
田
浩
祐
＝
会
計
管
理
者
・
出

　
納
室
長
兼
出
納
係
長
（
総
務
課

　
長
補
佐
兼
行
政
係
長
（
併
任
）

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
書

　
記
（
併
任
）
選
挙
管
理
委
員
会

　
書
記
）
 

▼
中
野
克
美
＝
宇
田
郷
支
所
長
 
 
 

　（
課
長
の
職
）（
宇
田
郷
支
所
長
 

　
・
課
長
補
佐
の
職
）
 

▼
中
野
貴
夫
＝
総
務
課
長
補
佐
兼

　
行
政
係
長
（
併
任
）
固
定
資
産

　
評
価
審
査
委
員
会
書
記（
併
任
）

　
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
（
民
生

　
課
長
補
佐
兼
環
境
保
健
係
長
）
 

▼
長
嶋
悦
子
＝
福
賀
支
所
勤
務
 
 
 

　（
係
長
の
職
）（
出
納
室
出
納
係
 

 

　
長
）
 

▼
俣
野
有
紀
＝
総
務
課
財
政
係
長
 

　
（
総
務
課
主
任
）
 

▼
近
藤
茂
裕
＝
住
民
課
税
務
係
長

　
（
住
民
課
主
任
）
 

▼
佐
村
秀
典
＝
住
民
課
住
民
係
長
 

　
（
住
民
課
主
任
）
 

▼
山
本
ひ
と
み
＝
福
賀
診
療
所
勤

　
務
（
係
長
の
職
）（
福
賀
診
療
所

　
（
主
任
）） 

▼
松
浦
美
栄
子
＝
み
ど
り
保
育
園

　
勤
務
（
係
長
の
職
）（
み
ど
り
保

　
育
園
（
主
任
）） 

▼
三
好
由
美
子
＝
出
納
室
勤
務
 

　
（
民
生
課
）
 

 【
新
規
採
用
】
 

▼
恩
田
紋
子
＝
民
生
課
勤
務
 

▼
石
田
雄
一
＝
民
生
課
勤
務
 

▼
西
部
未
莉
＝
住
民
課
勤
務
 

町
職
員
の
異
動
等
（
敬
称
略
）
 

 
　
　
　
　
（
　
）
は
旧
職
名
等
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7

議 会 だ よ り 30
No

一
般
質
問
　
第
１
回
定
例
会
　
3
月
１３
日
 

Ｑ
 
自
治
会
制
度
へ
の
 

　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み
状
況
は
 

Ａ
　
４１
集
落
が
自
治
会
制
度
へ
移
行
 

　
　
１０
集
落
が
駐
在
員
制
度
を
継
続
 

Ｑ
　
自
治
会
制
度
 

　
　
と
女
性
の
出
 

　
　
番
づ
く
り
を
 

Ａ
　
女
性
の
リ
ー
 

　
　
ダ
ー
人
材
育
 

　
　
成
を
支
援
 

Ｑ
　
町
内
の
景
気
 

　
　
の
状
況
は
 

Ａ
　
か
な
り
の
影
 

　
　
響
力
が
あ
る
 

Ｑ
　
グ
リ
ー
ン
ツ
 

　
　
ー
リ
ズ
ム
の
 

　
　
促
進
状
況
は
 

Ａ
　
定
住
円
滑
化
 

　
　
に
向
け
対
策
 

　
　
を
充
実
 

小田達雄　議員 

問
　
今
一
番
住
民
の
関
心
の

あ
る
こ
と
は
４
月
か
ら
施
行

予
定
の
駐
在
員
制
度
を
廃
止

し
、
自
治
会
制
度
へ
の
移
行

事
業
と
思
わ
れ
る
が
そ
の
進

捗
状
況
を
聞
き
た
い
。
 

町
長
　
現
在
５６
集
落
が
あ
る

が
、
奈
古
地
区
で
は
上
・
下

片
の
統
合
を
含
め
１９
自
治
会

が
誕
生
、
残
り
５
集
落
が
駐

在
員
制
度
を
続
け
、
こ
の
う

ち
西
の
２
・
３
及
び
浜
の
１

・
３
・
４
が
浜
の
２
と
来
年

度
の
統
合
に
向
け
た
協
議

を
進
め
て
い
る
。
宇
田
郷
地

区
は
今
浦
・
元
浦
、
尾
無
・

畑
、
惣
郷
上
・
下
・
大
刈
名

振
が
３
自
治
会
と
な
り
、
残

り
５
集
落
は
駐
在
員
制
度
の

ま
ま
で
、
来
年
度
末
ま
で
に

統
合
を
目
指
す
。
 

　
福
賀
地
区
で
は
、
現
行
集

落
が
そ
の
ま
ま
自
治
会
制
度

へ
移
行
す
る
見
込
み
。
 

問
　
自
治
会
制
度
の
本
格
的

な
活
動
の
た
め
に
は
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
が
特
に
必
要
と
思

う
が
、
そ
の
点
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。
 

町
長
　
自
治
会
制
度
は
目
的

で
は
な
く
活
性
化
の
手
段
な

の
で
、
担
当
職
員
を
地
区
別

に
配
置
し
、
当
分
の
間
サ
ポ

ー
ト
体
制
を
維
持
し
、
支
援

す
る
。
 

 
 

                 問
　
町
道
汐
入
野
地
線
等
町

営
工
事
に
つ
い
て
町
民
の
理

解
と
協
力
を
得
る
た
め
に

も
、
工
事
の
概
要
や
完
成
予

想
図
な
ど
を
工
事
現
場
近
く

に
表
示
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。
 

町
長
　
で
き
る
だ
け
完
成
予

想
図
な
ど
を
見
や
す
い
場
所

に
設
置
し
、
皆
さ
ん
の
理
解

と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
に

努
力
す
る
。
 

問
　
沿
岸
部
の
農
業
は
零
細

農
家
が
多
い
が
農
道
整
備
や

計
画
的
な
生
産
、
加
工
販
売

な
ど
１
次
産
業
か
ら
６
次
産

業
へ
の
転
換
の
必
要
性
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
施
策
を
考

え
て
い
る
か
。
 

町
長
　
農
業
の
集
団
化
と
産

地
形
成
に
努
力
す
る
。
条
件

整
備
で
は
県
営
中
山
間
地
域

事
業
を
、
ま
た
ソ
フ
ト
面
で

は
地
産
地
消
の
推
進
に
つ
と

め
る
。
特
に
付
加
価
値
の
つ

い
た
施
策
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
。
 

          問
　
世
界
的
規
模
の
金
融
危

機
に
よ
り
経
済
情
勢
の
悪
化

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
が
、
町

内
中
小
企
業
並
び
に
住
民
の

生
活
保
護
申
請
な
ど
の
動
き

と
そ
の
対
応
は
。
 

町
長
　
か
な
り
の
影
響
を
受

け
国
の
緊
急
保
障
制
度
の

資
金
融
資
申
請
が
５
社
あ
る

が
、
生
活
保
護
世
帯
申
請
の

増
加
の
動
き
は
今
の
と
こ
ろ

な
い
。
 

      

         問
　
町
の
基
本
計
画
に
農
林
 

漁
業
振
興
に
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
推
進
が
あ
る
が
、
 

こ
れ
ま
で
農
林
漁
業
へ
の
参

入
の
事
例
が
あ
る
か
。
 

町
長
　
空
き
屋
バ
ン
ク
な
ど

の
情
報
発
信
で
、
２１
年
度
に

３
件
あ
り
、
漁
業
就
業
の
意

向
な
ど
も
出
て
い
る
。
農
林

漁
業
へ
の
新
規
参
入
者
に
つ

い
て
は
、
定
住
不
安
な
ど
に

対
す
る
助
言
、
指
導
を
す
る

定
住
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
設
置

な
ど
、
定
住
の
円
滑
化
に
向
 

け
て
よ
り
対
策
の
充
実
を

図
り
た
い
。
ま
た
、
今
年
度

は
、
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流

や
、
田
舎
暮
ら
し
体
験
ツ
ア

ー
事
業
な
ど
で
、
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
促
進
と
併
せ
、

現
在
増
え
て
い
る
都
市
部
か

ら
の
新
規
定
住
参
入
者
対
策

も
含
め
、
幅
広
く
関
連
さ
せ

な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。
 

         問
　
２１
年
度
か
ら
大
半
の
集

落
が
自
治
会
へ
移
行
し
、
初

め
て
の
取
り
組
み
に
自
治
会

役
員
（
リ
ー
ダ
ー
）
は
と
ま

ど
う
こ
と
も
あ
る
。
も
う
一

歩
踏
み
込
ん
だ
対
応
は
で
き

な
い
か
。
 

町
長
　
男
性
、
女
性
役
員
へ

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
し
て
、

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
な
ど
を
実

施
し
た
い
。
ま
た
、
女
性
の

前
向
き
な
参
画
を
促
す
た
め

の
学
習
会
や
女
性
の
集
い
の

場
で
、
こ
れ
ま
で
表
に
で
な

か
っ
た
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
・

人
材
育
成
な
ど
に
も
積
極
的

な
支
援
を
考
え
た
い
。
 

問
 

町
長
 

問
 

町
長
 

問
 

町
長
 

問
 

問
 

町
長
 

問
 

町
長
 

町
長
 

問
 

町
長
 

整備が進む町道汐入野地線 

地
域
を
見
直
す
集
落
点
検
 

子ども農山漁村交流 

西村良子　議員 
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    阿
武
町
納
税
貯
蓄
組
合
助
成

条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ

い
て
 

問
　
納
税
貯
蓄
組
合
助
成
条

例
が
廃
止
さ
れ
た
後
、
口
座

振
替
推
進
の
今
後
に
つ
い
て

は
。
 

答
　
口
座
振
替
に
あ
た
っ
て

は
２
〜
３
年
前
か
ら
推
進
し

て
お
り
現
在
お
よ
そ
73
％
が

口
座
振
替
で
あ
り
、
今
後
も

さ
ら
に
推
進
し
た
い
。
 

阿
武
町
介
護
従
事
者
処
遇
改

善
臨
時
特
例
基
金
条
例
に
つ

い
て
 

問
　
こ
の
条
例
は
、
平
成
24

年
３
月
３１
日
ま
で
と
な
っ
て

い
る
が
国
の
方
で
新
た
な
条

例
改
正
の
見
込
み
が
あ
る
の

か
。
 

答
　
こ
の
条
例
に
つ
い
て
は

こ
の
ほ
ど
介
護
報
酬
が
３
％

上
が
っ
た
た
め
、
皆
さ
ん
の

保
険
料
も
そ
れ
に
比
例
し
て

上
が
る
の
で
、
そ
れ
を
緩
和

す
る
ね
ら
い
で
国
か
ら
各
市

町
村
に
基
金
と
し
て
出
さ

れ
、
こ
れ
を
３
カ
年
と
い
う

年
限
を
も
っ
て
使
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
。
 

阿
武
町
使
用
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
 

    問
　
宇
田
小
学
校
が
３
月
を

も
っ
て
閉
校
と
な
り
、
そ
れ

に
伴
い
宇
田
ふ
れ
あ
い
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
宇
田
ふ
れ
あ
い
体

育
館
と
名
称
が
変
更
さ
れ
る

が
、
使
用
料
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
。
 

答
　
使
用
料
は
、
一
般
の
社

会
体
育
施
設
で
の
使
用
料
と

同
額
に
な
る
。
 

阿
武
町
一
般
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
 

               問
　
一
般
住
宅
及
び
教
員
住

宅
の
入
居
状
況
は
ど
う
か
。
 

答
　
一
般
住
宅
は
奈
古
、
福

賀
、
宇
田
郷
の
３
地
区
に
つ

い
て
基
本
的
に
は
全
戸
入
居

で
あ
る
。
ま
た
、
教
員
住
宅

に
つ
い
て
は
、
奈
古
が
３
戸

中
１
戸
入
居
で
２
戸
が
空

き
、
福
賀
が
５
戸
中
３
戸
入

居
で
２
戸
が
空
き
、
宇
田
郷

が
２
戸
中
２
戸
と
も
に
空
き

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

福
賀
が
１
戸
、
宇
田
郷
の
２

戸
計
３
戸
が
こ
の
度
、
一
般

住
宅
に
移
管
さ
れ
る
。
 

阿
武
町
営
プ
ー
ル
の
設
置
及

び
管
理
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
 

問
　
宇
田
学
校
プ
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
今
後
ど
の
よ
う
な

管
理
を
し
て
い
く
の
か
。
 

答
　
管
理
棟
、
フ
ェ
ン
ス
に

つ
い
て
は
鍵
を
か
け
、
水
は

抜
い
て
お
く
。
ま
た
、
今
後

の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
協
議

検
討
し
て
い
く
。
 

平
成
２０
年
度
阿
武
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
回
）
に

つ
い
て
 

問
　
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
が
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
既
存
の
活
動
の
場
が
１
カ

所
に
集
約
さ
れ
る
の
か
。
 

答
　
既
存
の
施
設
と
し
て
現

在
、
し
ゃ
く
な
げ
工
房
（
障

害
者
の
方
た
ち
の
作
業
施
設
）

お
よ
び
武
道
館
の
一
室
（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
手

作
業
場
）
の
２
カ
所
の
施
設

が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
１
カ
所

に
集
約
す
る
こ
と
に
よ
り
、

障
害
者
の
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
の
交
流
拠
点
が
で
き
る

と
考
え
る
。
 

               問
　
水
産
業
政
策
費
の
う
ち

ニ
ュ
ー
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
確
保

育
成
推
進
事
業
費
で
、
新
規

参
入
者
に
対
し
て
、
誰
が
指

導
し
技
術
面
で
サ
ポ
ー
ト
さ

れ
る
の
か
、
ま
た
そ
れ
が
ど

う
い
う
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て

い
る
の
か
。
 

答
　
こ
れ
は
、
農
業
者
、
漁

業
者
と
も
同
じ
で
あ
り
、
ま

ず
新
規
就
漁
者
は
２
年
間
の

研
修
期
間
が
あ
る
、
研
修
期

間
中
は
新
規
就
漁
者
に
月
額

15
万
円
、
ま
た
、
そ
の
指
導

者
に
６
万
円
支
給
さ
れ
る
。

指
導
者
に
つ
い
て
は
、
町
の

方
で
も
お
願
い
を
し
て
い
く
。 

平
成
２１
年
度
阿
武
町
一
般
会

計
予
算
 

問
　
徴
税
費
の
固
定
資
産
評

価
費
の
中
で
Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ

ム
航
空
写
真
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
、
利
用
の
使
途
は
。
 

答
　
Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
は
、
平
成
15
年
度
に
導

入
し
て
お
り
今
回
は
更
新
で

あ
り
、
精
度
の
高
い
航
空
写

真
を
導
入
し
資
産
の
現
況
確

認
に
利
用
し
た
い
。
 

問
　
民
生
費
、
社
会
福
祉
費

の
扶
助
費
、
児
童
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
と
あ
る
が
、
そ
の
サ
ー

ビ
ス
内
容
は
。
 

答
　
こ
れ
は
、
障
害
児
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
通
常
は

総
合
支
援
学
校
な
ど
に
行
っ

て
お
ら
れ
る
が
、
学
校
が
休

み
の
間
は
、
保
護
者
の
負
担

が
大
き
く
な
り
日
中
の
み
、

ふ
た
ば
園
や
さ
ん
み
苑
に
契

約
し
て
預
け
る
こ
と
が
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
 

問
　
農
業
政
策
費
で
、
需
要

に
応
え
る
園
芸
産
地
構
造
改

革
推
進
費
補
助
金
の
事
業
内

容
は
。
 

答
　
こ
れ
は
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

用
の
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
20
棟
、

予
冷
庫
、
下
葉
処
理
機
、
ま

た
ニ
ン
ジ
ン
に
つ
い
て
は
堀

取
機
、
砕
土
の
た
め
の
ロ
ー

タ
リ
ー
で
あ
り
、
補
助
率
は

県
３
分
の
１
、
町
３
分
の
１
、

受
益
者
３
分
の
１
の
負
担
。
 

問
　
木
与
山
ノ
口
線
の
道
路

切
取
法
面
が
猪
に
よ
っ
て
荒

ら
さ
れ
て
い
た
が
、
一
般
単

独
道
路
費
の
木
与
山
ノ
口

線
落
石
防
護
工
事
で
の
対
応

か
、
ま
た
工
事
内
容
は
。
 

答
　
切
取
法
面
か
ら
の
浮
石

な
ど
の
落
石
防
止
対
策
と
し

て
の
対
応
で
あ
り
、
路
面
よ

り
張
り
ブ
ロ
ッ
ク
が
３
段
積

ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
上
側

に
支
柱
を
建
て
、
そ
れ
に
ネ

ッ
ト
を
張
り
、
そ
の
ネ
ッ
ト

で
上
部
か
ら
の
落
石
な
ど
を

受
け
止
め
る
。
 

            
 
 
 
 

 

議 会 だ よ り 30
No

問
 

答
 

問
 

答
 

問
 

答
 

問
 

答
 

問
 

答
 

問
 

答
 

問
 

答
 

問
 

答
 

問
 

答
 

問
 

答
 

問
 

答
 行

財
政
改
革
等
特
別
委
員
会
報
告
 

３
月
１３
日
開
催 

地域活動センター予定地 

落石防止対策を行う木与山ノ口線 

福賀町営住宅 
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議 会 だ よ り 30
No

平
成
２１
年
度
　
予
算
賛
成
討
論
 

      　
平
成
２１
年
度
阿
武
町
一
般

会
計
予
算
は
、
総
額
２９
億
６

０
０
万
円
余
、
前
年
度
対
比

４
・
８
％
増
の
適
正
な
通
年

予
算
で
あ
る
。
歳
入
は
、
町

税
で
前
年
対
比
で
４
・
２
％

減
の
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
 

　
歳
出
に
お
い
て
は
園
芸
作

物
の
産
地
形
成
強
化
、
防
災

無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
改
修
、

２４
年
度
完
成
を
目
指
し
て
の

汐
入
野
地
線
バ
イ
パ
ス
工
事
、

消
防
団
の
組
織
再
編
に
よ
る

宇
田
郷
分
団
消
防
機
庫
の
新

設
、
奈
古
小
学
校
校
舎
改
築

設
計
業
務
委
託
事
業
、
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
改
築
設
計
業

務
委
託
事
業
、
福
賀
小
学
校

屋
内
運
動
場
耐
震
改
修
事

業
又
、
駐
在
員
制
度
か
ら
自

治
会
制
度
へ
の
移
行
に
伴
う

新
た
な
自
立
し
た
町
づ
く
り

に
向
け
て
の
取
り
組
み
な
ど

積
極
的
な
予
算
編
成
で
あ
る
。 

　
次
に
８
つ
の
特
別
会
計
に

つ
い
て
は
特
別
会
計
本
来
の

独
立
採
算
の
原
理
に
従
っ
て
、

節
度
あ
る
財
政
運
営
に
留
意

さ
れ
て
い
る
。
 

　
特
に
合
理
化
に
意
を
注
い

だ
一
般
行
政
経
費
の
思
い
切

っ
た
削
減
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア

ン
ド
ビ
ル
ド
に
徹
し
た
行
財

政
運
営
が
さ
れ
て
い
る
。
 

　
平
成
１９
年
６
月
に
制
定
さ

れ
た
「
地
方
公
共
団
体
の
財

政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
、
堅
実
な
運
用
が

求
め
ら
れ
る
中
、
町
政
進
展

の
た
め
、
渾
身
の
ご
努
力
を

お
願
い
し
、
新
年
度
予
算
編

成
に
ご
尽
力
さ
れ
た
町
長

以
下
、
執
行
部
関
係
者
各
位

の
御
労
苦
に
対
し
、
深
甚
な

る
敬
意
を
表
し
平
成
２１
年
度

一
般
会
計
並
び
に
８
つ
の
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て
原
案

ど
お
り
賛
成
し
ま
す
。
 

   　
現
地
踏
査
は
、
奈

古
地
区
町
道
汐
入
野

地
線
バ
イ
パ
ス
工
事

現
場
、
公
営
住
宅
岡

田
橋
住
宅
新
築
工
事

の
進
捗
状
況
、
宇
田

郷
地
区
町
道
元
浦
平

原
線
の
工
事
状
況
を

踏
査
し
ま
し
た
。
 

現
地
踏
査
 

田中敏雄　議員 

町
道
元
浦
平
原
線
 

橋
が
か
か
っ
た
 

町
道
汐
入
野
地
線
 

２
棟
４
戸
が
建
設
さ
れ
 

る
岡
田
橋
公
営
住
宅
 

　ふるさと納税（寄附金）とは、自分が育ったり、関

わりが深い地域を応援したいという気持を形にするし

くみです。

　ふるさと振興基金へ積み立て自然、文化、地域のた

めに活用させていただきます。この度、３件７万円の

寄附がありました。
※本人の了承を得たもののみ掲載しています。

【３万円】藤山　敏治 さん�（下関市在住）〔奈古出身〕

【３万円】金澤　好美 さん�（愛知県在住）〔奈古出身〕

【１万円】松浦千代子 さん�（下関市在住）〔奈古出身〕

現在の累計は25件、109万円です。

ありがとうございます。

ふるさと納税（寄附金）

               ４
月
５
日
　
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

★
優
　
勝
　
ク
ラ
ブ
・
ビ
ー
ス
ト
 

★
準
優
勝
　
奈
古
マ
ン
キ
ー
ス
 

 

  　
３
月
３１
日
役
場
で
、
萩
信

用
金
庫
か
ら
町
へ
の
寄
附
金

の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
は
、
同
信
用
金
庫
が

地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
、
特
典
付
き
定
期
預
金
を

営
業
地
区
内
の
市
町
に
寄
附

さ
れ
た
も
の
で
、
阿
武
町
に

は
３
万
６
９
３
７
円
の
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
こ
の
寄
附
金
は
地
域
振
興
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
 

萩
信
用
金
庫
か
ら
寄
附
 

ク
ラ
ブ
・
ビ
ー
ス
ト
が
 

　
　
　
　
　
　
初
優
勝
 

阿
武
町
春
季
軟
式
 

　
　
　
　
　
野
球
大
会
 

表彰席
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1
3
5
年
の
歴
史
に
幕 

　
明
治
８
年
に
開
校
以
来
１
３
５

年
の
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
宇
田
小

学
校
が
、
奈
古
小
学
校
に
統
合
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
３
月
２６
日
に

閉
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
で

は
中
村
町
長
の
閉
校
告
示
な
ど
に

続
き
、
校
旗
が
都
野
校
長
か
ら
小

田
教
育
長
へ
、
教
育
長
か
ら
中
村

町
長
へ
返
納
さ
れ
、
長
き
歴
史
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

　
生
徒
を
代
表
し
て
大
谷
暁
く
ん

（
尾
無
）、金
子
健
人
く
ん（
元
浦
）、

小
田
直
美
さ
ん（
郷
）が
「
学
校
活

動
で
は
い
ろ
い
ろ
な
人
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
僕
た
ち
を
い
つ

も
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
る
宇
田

が
大
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
新

し
い
環
境
に
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。応
援
し
て
く
だ
さ
い
」と
感

謝
と
別
れ
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。 

 

宇
田
小
学
校
の
沿
革 

　
明
治
５
年
の
学
制
発
布
か
ら
遅
れ
る
こ
と
３
年
、
明
治
８
年

に
宇
田
小
学
と
し
て
元
浦
に
開
設
。
そ
の
後
、
開
蒙
簡
易
小
学

校
、
さ
ら
に
開
蒙
尋
常
小
学
校
と
改
名
。
明
治
４３
年
に
は
宇
田

尋
常
高
等
小
学
校
と
し
て
現
在
地
に
新
築
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
制
度
の
変
遷
に
伴
い
、
校
名
も
変
わ
っ
て
い
き
、
昭
和
２２
年
、

学
制
改
革
に
よ
り
宇
田
小
学
校
と
な
り
、
平
成
８
年
に
今
の
校

舎
が
新
築
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

　
初
代
の
市
原
宮
一
校
長
以
来
１
３
５
年
の
間
、
最
後
の
４６
代

都
野
咲
子
校
長
の
も
と
で
卒
業
を
迎
え
た
２
人
を
あ
わ
せ
て
計 

１
７
１
２
人
（
明
治
８
〜
２４
年
は
不
明
）
の
卒
業
生
を
送
り
出

し
ま
し
た
。 

　
こ
の
間
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
、
平
成
と
年
月
を
経
て
、
戦

時
や
戦
後
の
貧
困
、
著
し
い
経
済
発
展
と
激
し
い
時
代
の
流
れ

の
中
、
地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
の
も
と
、
宇
田
小
学
校
は
地
域

の
教
育
・
文
化
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
今
日
ま
で
歴
史
を
積
み

重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
社
会
の
大
き
な
変
化
に
よ
り
、
少
子
化

・
過
疎
化
が
進
み
、
児
童
数
が
減
少
す
る
中
で
、
奈
古
小
学
校

と
統
合
し
、
長
い
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

宇田小学校で閉校式 

か
い
　
も
う 

たくさ
んの思い出をありがとう

中村町長に返納された宇田小校旗 
 

児童がお別れの言葉を贈りました。 

明治４３年尋常小学校校舎新築 

旧校舎 前校舎 新校舎 

昭和１０年３月卒業 昭和２４年３月卒業 大正１１年３月卒業 
（現存する最も古い写真） 

つ
　
の
 

さ
と
る
 

け
ん
　
と
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　平成２０年度末に１３５年の長
き歴史に幕を閉じた宇田小学
校の記念誌を発刊。出版した
のは宇田小学校閉校記念実行
委員会。 
　記念誌の題名は「校友」で
内容は卒業生の集合写真や学
校の風景、思い出の写真など宇
田小学校の思い出がいっぱい
つまっています。 

昭和３２年３月卒業 
（２階建の校舎に） 

昭和４５年３月卒業 
 （惣郷分教場を廃し本校に統合） 

 

昭和５１年３月卒業 
 （開校１００周年を記念） 

 

平成９年３月卒業（新校舎建設中の 
ためふれあいセンターで卒業式） 

 

平成２１年３月卒業 
（宇田小学校最後の卒業生） 

昭和６３年３月卒業 
 

西村浩一さん（郷） 
「学校は、
地域が育て
る」という
思いで学校
を応援して
きました。

６年間、農業体験を通し
て子どもたちと交流しま
した。稲が伸びる姿を見
て、子どもたちが目を輝
かせていたのが印象的で
した。 

伊藤敬久さん（つづら） 
小学校がな
くなるのは
さみしいで
すね。一番
の思い出は、
小学校５年

生から給食が開始された
ことです。また、私がＰ
ＴＡ役員の時に保護者が
主体となってＰＴＡ会報
「ひろば」を始めた事が
印象に残っています。 

近藤直子さん（田部） 
私の里は、
宇田の郷部
落、毎日、
小学校を見
て育ちまし
た。 

結婚して田部に嫁ぎまし
た。今日は小学校が最後
の日なのでかけつけまし
た。小学校がなくなるの
はさみしいですね。 

長岡節子さん（尾無） 
宇田小設立
１００周年記
念式の時に
は小学校５
年生でした。
長男が在学

中に旧校舎、仮設校舎、
新校舎で学んだ事が印象
に残っています。なつか
しく、また、さみしい思
いが交錯しています。 

嶋戸幸輝くん（元浦・６年生） 
宇田小学校
最後の卒業
生でした。 
卒業証書は
１７１２号で
した。６年

間楽しく遊べました。特
に体育の全校サッカーが
楽しかったです。地域の
人たちが一生懸命いろん
な事を手伝ってくれて嬉
しかったです。 

大谷暁くん（尾無・５年生） 
宇田小での
思い出は、
一輪車に乗
れたことと
体育でみん
なでサッカ

ーをしたこと。地域の人
たちが優しくしてくれ
て、僕たちを大切に思っ
ていたんだなと思いまし
た。 

都野咲子校長　児童８人、教職
員４人が地域
に愛され、支
えられていろ
いろな教育活
動を行えまし
た。宇田の子

は素直で明るく、少人数のせい
か自分の役割を理解し相手を
認めて助け合っていました。地
域、子ども、職員が一体となり学
校を盛り上げました。地域の皆
さんありがとうございました。 

小田正紀さん（郷） 
ＰＴＡ代表と
して、子ど
もたちの将
来を思って
よりよい環
境で小学校

生活が送れるようにと思
い統合を決断しました。
私の宇田小での思い出は、
運動会。同級生が３６人
いました。にぎやかで楽
しかったですねー。 

宇田小学校閉校記念碑の除幕式 

宇田小学校最後の在校生と保護者 

宇田小学校の思い出がいっぱい 
閉校記念誌を発刊 

の
思
い
出 

宇田小学校 
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あなたのまちの身近な話題をお寄せください。 
役場総務課企画広報係（☎2―3111）　E-mail : kikaku@town.abu.yamaguchi.jp

                     　
春
の
到
来
を
告
げ
る
イ
ベ
ン
ト「
第
１１
回
海
ぞ
く
ま
つ
り
」

が
３
月
２２
日
、
道
の
駅
阿
武
町
で
開
催
さ
れ
、
大
勢
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

　
特
に
人
気
が
あ
っ
た
の
が
奈
古
新
鮮
活
魚
市
、
旬
の
ア

ジ
、
メ
イ
ボ
、
赤
ナ
マ
コ
、
ま
た
赤
色
が
鮮
や
か
な
キ
ン
ト

キ
鯛
は
人
気
を
集
め
約
１
時
間
半
で
完
売
。
特
別
企
画
の
漁

師
さ
ん
に
よ
る
ブ
リ
の
解
体
シ
ョ
ー
や
試
食
コ
ー
ナ
ー
は
長

蛇
の
列
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
各
テ
ナ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
で
は

Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
福
賀
女
性
部
の
地
元
食
材
に
こ
だ
わ
っ

た
「
こ
だ
わ
り
母
ち
ゃ
ん
の
地
産
地
消
カ
レ
ー
」
が
人
気
を

集
め
て
い
ま
し
た
。
農
事
組
合
法
人
福
の
里
も
新
商
品
の
黒

糖
饅
頭
を
販
売
。
か
る
か
ん
饅
頭
の
食
感
と
黒
糖
の
風
味

は
、
昔
懐
か
し
い
お
ふ
く
ろ
の
味
が
し
ま
し
た
。
 

道
の
駅
　
海
ぞ
く
ま
つ
り

桜
の
よ
う
に
華
や
か
で
、す
く
す
く
と

育
ち
ま
す
よ
う
に
!!

お
お
も
と
花
公
園
で
記
念
樹
を
植
樹

西嶋　正さん（釜屋）◆かわいいひ
孫の航太（６歳）の小学校入学記念
に申し込みました。人並みでいいか
ら健康で優しい子に育ってほしいで
すね。６年生になるくらいにはきれ
いな花を咲かせるでしょう。 
谷　詔子さん（釜屋）◆孫の桜香（６
歳）の誕生日を記念して申し込みま
した。桜の花のように美しい子に育
って欲しいですね。 

 
道
の
駅
阿
武
町
を
、
活
力
あ
る
道
の

駅
に
再
生
す
る
た
め
「
第
４
回
道
の
駅

阿
武
町
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
施
設
整
備
計
画

策
定
検
討
委
員
会
」
が
３
月
２５
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。（
社
）山
口
県
中
小
企
業
診
断
協
会
か
ら
施

設
ハ
ー
ド
面
の
提
案
が
さ
れ「
ゆ
る
や
か
な
階
段
や
ス
ロ
ー
プ

の
設
置
」「
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
無
料
展
望
休
憩
所
の
設
置
」
な

ど
の
改
善
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
組
織
面
で
は
指
定
管
理
者

制
度
や
第
３
セ
ク
タ
ー
化
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
今
後
は
、
検
討
委
員
を
中
心
と
し
た
小
委
員
会
で
内
容
を

検
討
し
、
平
成
２３
年
４
月
の
実
施
を
目
指
し
ま
す
。
 

応募者の声 

指
定
管
理
者
制
度
や

指
定
管
理
者
制
度
や

第
３
セ
ク
タ
ー
化
を
検
討

第
３
セ
ク
タ
ー
化
を
検
討
!?

第
４
回
道
の
駅
阿
武
町
再
生
ビ
ジ
ョ
ン

第
４
回
道
の
駅
阿
武
町
再
生
ビ
ジ
ョ
ン

施
設
整
備
計
画
策
定
検
討
委
員
会

施
設
整
備
計
画
策
定
検
討
委
員
会

指
定
管
理
者
制
度
や

第
３
セ
ク
タ
ー
化
を
検
討
!?

第
４
回
道
の
駅
阿
武
町
再
生
ビ
ジ
ョ
ン

施
設
整
備
計
画
策
定
検
討
委
員
会

    　
奈
古
・
釜
屋
の
「
お
お
も
と
花
公

園
」
で
３
月
２２
日
、
２
組
の
記
念
樹

オ
ー
ナ
ー
が
吉
野
桜
を
植

樹
し
ま
し
た
。
こ
の
植
樹

は
、
お
お
も
と
花
公
園
管

理
組
合
代
表
・
河
野
幸
彦

さ
ん
の
呼
び
か
け
で
毎
年

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

町
の
　
旬
の
食
材
”
が

　
　
　
　
　
　
　
盛
り
だ
く
さ
ん

              　「
フ
ォ
ー
ク
の
神
様
」岡
林
信
康
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
３

月
１４
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
会
場
は
４
０
０
人

を
こ
え
る
フ
ァ
ン
で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
は
福
賀

の
ま
ち
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
・
舫
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
阿
武
町

で
の
開
催
は
１４
回
目
と
な
り
ま
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
は
２
部
構

成
で
、１
部
は
ア
コ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
を
中
心
に
名
曲
「
霧

の
Ｈ
ｉｇ
ｈｗａｙ
」
で
幕
を
開
け
９
曲
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
２
部
は
お
祭
り
ム
ー
ド
で
エ
ン
ヤ
ト
ッ
ト
の
リ
ズ
ム
に
合

わ
せ
尺
八
、
篠
笛
、
津
軽
三
味
線
、
和
太
鼓
の
音
色
に
よ
る

演
奏
が
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。
岡
林
さ
ん
は
「
昨
年
４０
周

年
を
迎
え
、
私
の
歌
手
と
し
て
の
歩
み
は
も
は
や
阿
武
町
ぬ

き
で
は
語
れ
な
い
。
い
ろ
い
ろ
な
人
と
奇
跡
の
よ
う
な
ひ
と

と
き
を
共
感
で
き
て
う
れ
し
い
。」
と
話
し
て
い
ま
す
。
 

　
舫
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
長
嶺
吉
家
さ
ん
（
栃
原
）
は
「
フ
ァ

ン
の
中
に
は
遠
く
は
山
形
県
、
東
京
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
方

に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
嗜
好
を
変
え
て
１
部
は

フ
ォ
ー
ク
、
２
部
は
エ
ン
ヤ
ト
ッ
ト
ロ
ッ
ク
へ
変
え
ま
し
た
。

ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
を
交
え
て
の
演
奏
は
大
成
功
で
し

た
。
次
回
は
節
目
の
１５
回
目
。
開
催
を
お
楽
し
み
に
」
と
話

し
て
い
ま
す
。
 

お　　 か　 ばや　　し　ろっく

し
　
こ
う
 

御歌囃子魂が４００人の
ファンを魅了

第14回魂の鼓動・感動・躍動
ライブ２００９

岡林信康コンサート
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誠
意
を
込
め
て
安
心
安
全
な
食
材
を

新
た
に
６
人
が
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
に

山・海・里Ａｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓ Ａｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓ まちの話題まちの話題

夢や希望に向かって
町内小中学校で入学式

夢や希望に向かって
町内小中学校で入学式

町
内
３
地
区
で
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

ブルーツーリズムの拠点に
鹿島湾でシーカヤック体験

ブルーツーリズムの拠点に
鹿島湾でシーカヤック体験

ブルーツーリズム 
◆海の沿岸や島などに
滞在し、海辺ならでは
の生活体験を通じて心
と体をリフレッシュさせ
る余暇活動のこと。 

参加者の声　稲葉さ
ん夫妻（東方）◆爽快
でした。操作も簡単
で楽しかったです。 

   　
循
環
型
農
業
に
積
極
的
に
取
り
組
む
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認

定
交
付
式
が
、
３
月
２６
日
阿
武
町
の
う
そ
ん
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
新
た
に
笹
尾
営
農
生
産
組
合
と
飯
谷
生
産
組
合
か

ら
代
表
６
人
が
（
水
稲
６
人
）
エ
コ
フ

ァ
ー
マ
ー
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
 

　
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と
は
持
続
性
の
高

い
農
業
生
産
方
式
（
土
づ
く
り
、
化
学

肥
料
・
化
学
農
薬
の
３０
％
低
減
）
を
め

ざ
す
農
業
者
の
こ
と
で
、
交
付
式
で
は

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
を
代
表
し
て
、
飯
谷

生
産
組
合 

山
本
仁
至
さ
ん
が「
今
年
か

ら
エ
コ
農
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
安
全
安
心
の
作
物
が
作
れ
る

よ
う
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

で
す
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
今
回
の
認
定
で
阿
武
町
の

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
は
４１
人
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
４
月
６
日
〜
１５
日
ま
で
の
１０

日
間
、
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
阿
武
町
で
は
期
間
中
、
朝
と
夕

方
に
国
道
な
ど
の
危
険
カ
所
で
の

街
頭
指
導
を
は
じ
め
、
６
日
に
は

各
地
区
で
「
交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

作
戦
」
を
行
い
、
交
通
安
全
の
チ

ラ
シ
や
日
本
海
温
泉
テ
ル
メ
阿
胡

の
入
浴
券
な
ど
を
、
婦
人
会
ら
が

ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
、
安
全
運

転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

　
桜
の
花
が
咲
き
誇
る
４
月
８
日
、
町
内
の
小
・

中
学
校
で
入
学
式
が
開
催
さ
れ
、
奈
古
小
１７
人
、

福
賀
小
１
人
が
小
学
生
に
。
ま
た
、
阿
武
中
１２
人
、

福
賀
中
７
人
が
中
学
生
に
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。 

 

　
日
本
海
の
素
晴
ら
し
い
景
色
を
眺
め

な
が
ら
、
海
上
を
す
べ
る
よ
う
に
進
む

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
の
体
験
試
乗
会
が
４
月

４
日
、
道
の
駅
阿
武
町
下
の
鹿
島
湾
で

開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
お
よ
そ
３０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
主
催

は
、
Ｇ
Ｉ
・Ｐａ
ｄ
ｄ
ｌｅｒｓ

（
ギ
・パ
ド
ラ
ー
ズ
）の
高
井

さ
ん（
萩
市
川
上
在
住
）。

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
シ

ー
カ
ヤ
ッ
ク
初
体
験
で
、お

よ
そ
２
時
間
の
ブ
ル
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
カ
ヤ
ッ
ク
艇

庫（
筒
尾
）の
お
披
露
目
会

も
開
催
さ
れ
、
地
域
と
の

交
流
も
図
ら
れ
ま
し
た
。 

　
阿
武
町
里
帰
り
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
４
月
１
日
、

阿
武
町
の
う
そ
ん
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
主
催
し
た
の
は
阿

武
地
域
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
協
議
会
、
講
師

は
日
暮
良
治
さ
ん
と
山
田
貴
子
さ
ん
。
お
二
人
は

平
成
１６
年
８
月
に
阿
武
町
で
開
催
さ
れ
た
農
村
地

域
開
発
実
習
に
研
修
生
と
し
て
参
加
し
た
後
、
青

年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
現
在
も
海
外
で
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

　
日
暮
さ
ん
は
『
フ
ィ
リ
ピ
ン
／
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島

の
い
ま
』
と
題
し
て
講
演
さ
れ
、「
阿
武
町
で
の
研

修
は
日
本
の
農
業
に
目
を
向
け
る
キ
ッ
カ
ケ
と
な

っ
た
。
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
意
識
の
違
い
を

感
じ
た
。
体
験
研
修
も
長
期
的
、
短
期
的
な
も
の

や
定
置
網
体
験
な
ど
も
生
か
せ
た
ら
い
い
と
思

う
。
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
も
大
切
で
す
ね
」
と
。
 

　
山
田
さ
ん
は
『
行
っ
て
、
見
て
、
触
れ
て
わ
か

っ
た
〜
阿
武
町
で
の
研
修
の
学
び
を
種
に
〜
』
と

題
し
て
講
演
さ
れ
、「
ス
リ
ラ
ン
カ
で
津
波
被
災
者

の
再
定
住
化
支
援
に
た
ず
さ
わ
り
、
生
活
向
上
や

イ
ン
フ
ラ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
促
進
な
ど
の
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
地
域
の
方
が
ど
ん
な
思
い
を
持

っ
て
い
る
の
か
、
活
気
あ
る
地
域
と
は
ど
ん
な
も

の
な
の
か
イ
メ
ー
ジ
出
来
た
の
は
阿
武
町
で
し
た
。

阿
武
町
で
体

験
し
た
婦
人
会
の
山
菜

料
理
で
の
準
備
や
（
段

取
り
）お
も
て
な
し
は
、

現
地
で
も
非
常
に
役
に

立
ち
ま
し
た
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
 

地域の“つながり”や“活力”をイメージできた
農村研修の卒業生が里帰り講演

阿武中新入生 

福賀中新入生 

ひ

ぐ
ら
し
り
ょ
う
　
じ
 



14

  

　
阿
武
町
立
小
・
中
学
校
教
職
員

着
任
式
が
４
月
２
日
、
町
民
セ
ン

タ
ー
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
新
し
い
先
生
方
１４
人
の
横
顔
を

紹
介
し
ま
す
。
　
　
（
敬
称
略
） 

※
町
内
学
校
間
の
異
動
及
び
臨
時

・
講
師
の
先
生
を
含
む 

①
出
身
地
（
市
町
） 

②
趣
味
・
特
技
な
ど 

③
学
校
の
印
象
、
今
後
の
抱
負
、

　
自
己
紹
介
な
ど 

柳
井
　
恵
美 

　
奈
古
小
教
諭 

①
島
根
県
益
田
市

②
映
画
鑑
賞
、
ド

ラ
イ
ブ
（
も
っ
ぱ
ら
夫
の
助
手
席
）

③
山
々
を
見
な
が
ら
の
通
勤
か
ら
海

を
見
な
が
ら
の
通
勤
に
。
豊
か
な
自

然
と
や
さ
し
い
地
域
に
育
ま
れ
た
子

ど
も
た
ち
の
キ
ラ
キ
ラ
し
た
瞳
を
曇

ら
せ
な
い
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。 

や
な
　
い
　
　
　
め
ぐ
　
み 

板
垣
　
保
彦 

　
奈
古
小
校
長 
 ①

萩
市
須
佐 

②
音
楽
鑑
賞 

③
２２
年
ぶ
り
に
阿
武
町
に
帰
っ
て
き

ま
し
た
。
明
る
く
、
大
き
な
声
で
あ

い
さ
つ
を
す
る
子
ど
も
た
ち
に
感

激
。
地
域
と
と
も
に
歩
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

い
た
が
き
　
　
　
や
す
ひ
こ 

恩
村
　
恵
子 

　
福
賀
小
教
諭 

①
萩
市 

②
珠
算
、
読
書 

③
奈
古
小
学
校
で
勤
務
し
た
経
験
を

生
か
し
、
今
年
度
か
ら
は
、
福
賀
地

区
の
地
域
の
良
さ
を
生
か
し
た
教
育

が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

お
ん
む
ら
　
　
け
い
　
こ 

豊
田
　
菊
枝 

福
賀
小
・
中
校
長 

①
萩
市
須
佐
②
花

づ
く
り
（
小
さ
な

苗
を
大
き
く
咲
か
せ
る
）
③
小
中
兼

務
で
、
義
務
教
育
９
カ
年
の
学
び
の

姿
を
毎
日
見
れ
ま
す
。
ワ
ク
ワ
ク
し

て
い
ま
す
！
　
緑
豊
か
な
福
賀
の
大

地
の
よ
う
に
、
心
豊
か
で
た
く
ま
し

い
子
ど
も
の
育
成
に
尽
力
し
ま
す
。 

と
よ
　
た
　
　
　
き
く
　
え 

長
嶺
真
理
子 

奈
古
小
事
務
主
任 

①
阿
武
町
福
賀 

②
お
い
し
い
物
に

か
か
わ
る
こ
と
③
久
し
ぶ
り
の
小
学

校
勤
務
で
、
か
わ
い
い
笑
顔
、
元
気

な
声
の
中
で
過
ご
せ
る
こ
と
が
と
て

も
楽
し
み
。
子
ど
も
た
ち
と
し
っ
か

り
と
か
か
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

な
が
み
ね
　
ま
　
り
　
こ 

中
野
　
洋
子 

奈
古
小
養
護
教
諭 

 ①
阿
武
町
福
賀 

②
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

③
町
内
異
動
で
宇
田
小
学
校
に
引
き

続
き
、
奈
古
小
学
校
で
お
世
話
に
な

り
ま
す
。
奈
古
の
地
で
気
持
ち
を
新

た
に
明
る
く
元
気
な
子
ど
も
た
ち
と

学
校
生
活
を
送
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

な
か
　
の
　
　
　
よ
う
　
こ 

松
本
　
智
昭 

　
阿
武
中
教
頭 

①
長
門
市 

②
読
書
、
温
泉
巡

り
③
阿
武
町
に
来
る
機
会
が
あ
る
度

に
い
つ
か
赴
任
す
る
の
で
は
と
い
う

予
感
が
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
を
尊

敬
で
き
る
教
員
で
あ
り
た
い
、
尊
敬

さ
れ
る
子
ど
も
を
育
み
た
い
と
意
を

決
し
て
い
ま
す
。 

ま
つ
も
と
　
　
と
も
あ
き 

成
松
　
裕
昭 

　
福
賀
中
教
諭 

①
萩
市 

②
ス
ポ
ー
ツ 

③
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
は
じ
め
て

の
阿
武
町
、
は
じ
め
て
の
福
賀
で
の

勤
務
に
な
り
ま
す
。
全
身
全
霊
全
力

で
が
ん
ば
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

 

な
り
ま
つ
　
　
　
ひ
ろ
あ
き 

阿
武
　
一
美 

　
福
賀
中
教
諭 

①
下
関
市
豊
田
町

涌
田
②
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
の
指
導
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
③
生
徒

と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
次
の
世
代
を
担
う
生
徒
た
ち
が

た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
よ
う
に
、

生
徒
の
心
に
灯
を
と
も
せ
る
よ
う
が

ん
ば
り
ま
す
。 

あ
ん
　
の
　
　
　
か
ず
よ
し 

河
村
　
晶
子 

福
賀
小
養
護
教
諭 

①
萩
市
②
ド
ラ
イ

ブ
、
韓
国
ド
ラ
マ

大
好
き
③
平
成
１４
年
度
か
ら
３
年
間
、

宇
田
小
学
校
で
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
今
年
度
か
ら
福
賀
小
中
で
お
世

話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
わ

が
家
に
も
ど
っ
た
気
分
で
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

か
わ
む
ら
　
　
あ
き
　
こ 

村
木
真
由
美 

　
阿
武
中
講
師 

①
萩
市
②
動
物
の

お
世
話
、
ド
ラ
イ

ブ
③
週
１
回
、
金
曜
日
に
家
庭
科
を

担
当
し
ま
す
。
家
庭
科
は
、
人
が
豊

か
に
生
き
て
い
く
た
め
に
役
立
つ
内

容
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
ま
す
。
一

緒
に
楽
し
み
な
が
ら
、
し
っ
か
り
勉

強
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

む
ら
　
き
　
ま
　
ゆ
　
み 

若
松
屋
　
愛 

　
奈
古
小
教
諭 

①
阿
武
町
奈
古 

②
音
楽
大
好
き 

③
う
ん
十
年
前
に
慣
れ
親
し
ん
だ
母

校
で
の
勤
務
は
懐
か
し
さ
半
分
＆
ド

キ
ド
キ
半
分
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
と
元
気
に
た
く
さ
ん
の
パ
ワ
ー

を
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

わ
か
ま
つ
　
や
　
　
　
あ
い 

福
光
　
恒
星 

　
福
賀
中
講
師 

①
岩
国
市
②
サ
ク

ソ
フ
ォ
ー
ン
・
旅

行
③
平
成
１９
年
に
は
、
阿
武
中
で
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
は
福

賀
小
と
福
賀
中
で
お
世
話
に
な
り
ま

す
。
音
楽
を
通
じ
て
心
豊
か
な
子
ど

も
た
ち
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

ふ
く
み
つ
　
　
　
こ
う
せ
い 

さわやかな春の香りが広がる新学期 

新しい先生14人に聞きました 

さわやかな春の香りが広がる新学期 

新しい先生14人に聞きました 

さわやかな春の香りが広がる新学期 

       

新しい先生14人に聞きました 

堀
田
　
侑
希 

　
福
賀
中
教
諭 

①
萩
市
む
つ
み 

②
ス
ポ
ー
ツ
観
戦 

③
　
福
が
生
ま
れ
る
福
賀
へ
よ
う
こ

そ
“
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の

看
板
に
迎
え
ら
れ
、
心
が
温
ま
り
ま

し
た
。
笑
顔
で
福
を
呼
び
よ
せ
、
み

な
さ
ん
と
元
気
に
過
ご
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

ほ
り
　
た
　
　
　
ゆ
う
き 
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平
成
２１
年
度
の
人
事
異
動
で
、

奈
古
高
校
に
新
し
く
１０
人（
写
真
）

の
教
職
員
が
着
任
し
ま
し
た
。
　

（
敬
称
略
）（
　
）
は
旧
勤
務
校
等
 

    

（
敬
称
略
） 

（
　
）
は
新
勤
務
校
等 

【
奈
古
小
学
校
】
 

▼
校
長
　
津
田
　
章（
福
川
小
） 

▼
教
諭
　
恩
村
恵
子（
福
賀
小
） 

▼
主
任
主
事
 

　
　
　
　
橋
本
真
由
美（
明
木
小
） 

▼
養
護
教
諭
 

　
　
　
　
鈴
川
み
ち
る（
大
島
小
） 

▼
教
諭
　
長
松
和
佳（
相
島
小
） 

【
福
賀
小
学
校
】
 

▼
校
長
　
吉
賀
あ
や
子（
川
上
小
） 

▼
教
諭
　
瀧
野
晴
代（
湯
田
小
） 

▼
養
護
教
諭
 

　
　
　
　
吉
野
み
ぎ
わ（
多
磨
小
） 

【
宇
田
小
学
校
】
 

▼
校
長
　
都
野
咲
子（
八
坂
小
） 

▼
教
諭
　
高
津
明
子（
椿
西
小
） 

▼
教
諭
　
藤
野
義
修（
福
川
小
） 

▼
養
護
教
諭
 

　
　
　
　
中
野
洋
子（
奈
古
小
） 

【
福
賀
小
学
校
・
宇
田
小
学
校
】
 

▼
講
師
　
若
松
屋
愛（
奈
古
小
） 

【
福
賀
中
学
校
】
 

▼
教
諭
　
刀
禰
英
郎（
萩
西
中
） 

▼
教
諭
　
緒
方
利
江（
川
上
中
） 

▼
講
師
　
桧
原
佳
子
 

▼
講
師
　
勝
又
由
香（
む
つ
み
中
） 

【
阿
武
中
学
校
】
 

▼
教
頭
　
奈
良
省
三（
川
上
中
） 

町
内
小
・
中
学
校 

教
職
員
の
転
出
な
ど 

奈
古
高
校
の
新
任
の
先
生
紹
介 多久和恵美子 

教　諭 
（徳佐高俣分校） 

中村武志 
教　諭 
（萩商工） 

佐々木亙 
教　諭 
（分校） 

金田康正 
教　諭 
（分校） 

井町朝成 
常勤農場員 

築澤光昭 
教　諭 

（新規採用） 
 

境川良雄 
事務主査 
（萩高校） 

 

水田浩史 
教　頭 

（徳佐高校） 
 

重永眞紀 
教　諭 
（萩高校） 

町の安全安心を守る！ 
奈古駐在所に大井所長が着任 

奈古警察官駐在所 
大井和彦所長 

　
奈
古
警
察
官
駐
在
所
に

大
井
和
彦
所
長（
５５
歳
）が

着
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
大
井
さ
ん
は
宇
部
市
の

出
身
で
家
族
は
奥
さ
ん
と

２
人
。
趣
味
は
登
山
で
、

年
に
１
〜
２
回
健
康
の
た

め
に
下
関
市
の
竜
王
山
や

鬼
ヶ
城
な
ど
を
登
山
さ
れ

る
と
の
こ
と
。 

　
着
任
に
あ
た
り
大
井
さ

ん
は
、「
４
月
１
日
付
け

で
小
野
田
警
察
署
本
山
駐

在
所
か
ら
着
任
し
ま
し
た
。
奈
古

の
良
い
と
こ
ろ
は
、
海
が
美
し
く

魚
が
新
鮮
で
美
味
し
い
こ
と
。
ま

た
、
地
域
の
方
々
が
気
軽
に
声
を

掛
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
の
で
親
し

み
を
感
じ
て
い
ま
す
。
早
く
地
域

を
覚
え
地
域
の
み
な
さ
ん
方
の
安

全
安
心
を
守
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

町
で
お
会
い
し
た
と
き
に
は
お
気

軽
に
声
を
お
か
け
く
だ
さ
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
な
お
、
前
任
の
明
瀬
さ
ん
は
定

年
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
 

  

　この時期は空気が乾燥し、山火事が発生しやすくなっています。火の取り扱い
には十分気をつけましょう。 
★山火事を防ぐポイント 
　強風時や乾燥時、または枯れ草などのある場所では火の使用をやめましょう！ 
　たき火の後始末は確実に行い、必ず消火を確認しましょう！ 
　タバコの吸い殻は必ず消すとともに、投げ捨てないようにしましょう！ 

伝えたい　森のやさしさ　火のこわさ 伝えたい　森のやさしさ　火のこわさ 伝えたい　森のやさしさ　火のこわさ 伝えたい　森のやさしさ　火のこわさ 
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２５
年
に
１
度
の
宇
田
八
幡
宮
の
式
年
大
祭
が
４
月
１１
・
１２
日
、

地
域
を
あ
げ
て
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
宇
田
八
幡
宮
の
歴
史
は
古
く
、
８
２
４
年
前
（
文
治
元
年
西
暦

１
１
８
５
年
・
平
安
時
代
末
期
）に
豊
前
の
国（
現
・
大
分
県
）宇

佐
八
幡
宮
か
ら
勧
請
さ
れ
た
歴
史
あ
る
神
社
で
、
明
徳
元
年
（
１

３
９
０
年
）
に
再
建
。
そ
の

後
文
政
４
年（
１
８
２
１
年
）

に
洪
水
で
崩
壊
、
天
保
８
年

（
１
８
３
７
年
）社
殿
が
建
造

さ
れ
現
代
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

　
お
祭
り
に
は
里
帰
り
し
た

人
を
は
じ
め
、
地
域
の
ほ
と

ん
ど
の
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

御
神
幸
で
は
、
１
０
０
ｍ
以

上
の
長
い
隊
列
を
組
ん
で
い

ま
し
た
。
 宇田の街を練り歩

いた１００ｍ以上の
隊列(４／１２)

祭りの最後には盛大な餅まき大会が開催 
　
御
神
幸
や
シ
ャ
ギ
リ
な

ど
の
奉
納
行
事
で
は
、
清

め
の
塩
振
り
を
先
頭
に

御
幣
、
絞
め
太
鼓
、
小
御

輿
、
大
御
輿
、
宮
司
・
神

官
、楽
人
、子
ど
も
神
輿
、

餅
神
輿
、
シ
ャ
ギ
リ
が
巡

幸
。
一
般
参
加
者
も
加
わ

り
宇
田
の
街
中
を
一
周
し

ま
し
た
。
 宇

田
八
幡
宮
式
年
大
祭
演
芸
大
会
 

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　
４
月
１１
日
 

　
石
見
神
楽
保
存
会
久
城
社
中
の

「
塵
輪
」「
大
蛇
」
の
舞
や
２１
の
個
人

・
団
体
が
楽
器
演
奏
や
カ
ラ
オ
ケ
、

舞
踊
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
な
ど
の
演

芸
を
奉
納
・
披
露
。
地
元
の
芸
能
人

た
ち
の
演
芸
に
、
観
覧
に
訪
れ
た
清

光
苑
・
恵
寿
苑
の
皆
さ
ん
や
、
満
員

と
な
っ
た
会
場
か
ら
、
大
き
な
声
援

や
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

じ
ん
　
り
ん
　
　
　
　
お
ろ
ち
 

子ども神輿 

「大蛇」が会場 
で大暴れ 
観客も大喜び 

子
ど
も
神
輿
、餅
御
輿
、シ
ャ
ギ
リ
、演
芸
を
奉
納

宇
田
八
幡
宮
で
式
年
大
祭

25年に1度



な
 ご
 

う
 た
 ご
 う
 

ふ
 く
 が
 

平
成
２１
年
度
学
級
生
・
仲
間
を
募
集
!! 

①
公
民
館
主
催
の
各
講
座
の
学
級
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

○
さ
つ
き
婦
人
学
級
（
５０
歳
以
上
の
女
性
の
方
） 

○
奈
古
若
葉
学
級
・
家
庭
教
育
学
級 

　
（
奈
古
に
お
住
ま
い
の
お
母
さ
ん
方
） 

○
奈
古
メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
（
一
般
男
性
の
方
） 

○
奈
古
寿
齢
大
学
（
６５
歳
以
上
の
方
） 

※
年
度
初
め
の
運
営
委
員
会
で 

　
一
年
間
の
学
習
活
動
を
計
画 

　
し
ま
す
。 

　
昨
年
は
講
話
・
交
流
会
・
調 

理
実
習
・
移
動
教
室
な
ど
の
活 

動
を
実
施
し
ま
し
た
。 

②
自
主
運
営
・
自
主
活
動
グ
ル 

ー
プ
の
仲
間
を
募
集
し
ま
す
。 

○
奈
古
盆
踊
り
保
存
会 

○
あ
ぶ
ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ー
ラ
ス 

○
阿
胡
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
バ
ン
ド 

○
パ
ソ
コ
ン
　
○
カ
ラ
オ
ケ 

○
書
道
　
○
俳
句
　
○
俳
画 

○
詩
吟
　
○
手
芸 

○
囲
碁
　
○
調
理
実
習 

○
日
舞
　
○
太
極
拳 

○
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス 

○
フ
リ
ー
ダ
ン
ス 

○
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス 

　
な
ど
、
町
民
セ
ン
タ
ー
を
利 

用
し
活
動
し
て
い
ま
す
。 

　
随
時
、
加
入
の
受
付
も
し
て
い
ま
す
。 

　
詳
し
い
こ
と
は
中
央
公
民
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
☎
２
―
２
０
４
４
　 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

２
―
２
０
７
５ 

福
と
賀
の
里
創
世
企
画
が 

　
　
コ
イ
の
ぼ
り
立
て
の
準
備 

　
毎
年
５
月
の
福
賀
の
風
物
詩
と
な
っ

て
い
る
大
井
川
沿
い
の
コ
イ
の
ぼ
り
立

て
の
準
備
と
、
河
川
環
境
美
化
活
動
と

し
て
の
川
土
手
の
枯
れ
草
焼
き
が
、
３

月
２６
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
福
賀
昭
和

会
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
た
ち
の
協
力
で
見
事
に
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
。 

月
例
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

　
　
３
月
２１
日
開
催
　
４１
人
参
加
（
敬
称
略
） 

【
男
性
の
部
】 

優
　
勝
　
中
野
　
　
靖（
上
東
郷
） 

準
優
勝
　
倉
増
　
忠
明（
上
東
郷
） 

第
３
位
　
末
舛
　
孫
一（
森
見
藤
） 

【
女
性
の
部
】 

優
　
勝
　
岡
　
　
隆
子（
新
　
田
） 

準
優
勝
　
西
坂
千
代
子（
中
　
村
）  

第
３
位
　
品
川
　
怜
子（
栃
　
原
） 

月
例
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
年
間
表
彰
（
敬
称
略
） 

【
男
性
の
部
】         

優
　
勝
　
田
中
　
茂
男（
伊
　
豆
） 

準
優
勝
　
高
村
　
素
明（
金
　
社
） 

第
３
位
　
吉
村
真
亀
雄（
下
東
郷
） 

【
女
性
の
部
】 

優
　
勝
　
清
水
　
豊
子（
新
　
田
） 

準
優
勝
　
波
多
野
貞
子（
下
東
郷
） 

第
３
位
　
佐
村
　
照
子（
飯
　
谷
） 

【
団
体
の
部
】 

第
１
位
　
柏
木
チ
ー
ム 

４
月
か
ら
宇
田
小
学
校
「
体
育
館
」
と 

　
　
　
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
の
名
称
が
変
わ
り
ま
す 

　
名
称
が
「
宇
田
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
」、「
宇
田
ふ
れ

あ
い
体
育
館
」
と
変
更
さ
れ
、
引
き
続
き
利
用
で
き
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
　
宇
田
郷
公
民
館
　
☎

４
―
０
２
１
１
、
教
育
委
員
会
　
☎
２
―
０
５
０
１ 

◆
使
用
料
●
宇
田
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
／
夜
間
照
明
　

1
時
間
1
0
3
0
円
（
町
や
公
民
館
が
後
援
す
る
も
の
は

5
割
引
）
●
宇
田
ふ
れ
あ
い
体
育
館
／
午
前
・
午
後
各

1
5
4
0
円
、
夜
間
2
2
6
0
円
、
常
時
利
用
団
体
は
年

額
3
0
9
0
円
 

大
谷
暁
君（
宇
田
ス
ポ
少
）が
個
人
戦
で
3
位
入
賞
!! 

　
阿
東
町
地
福
で
３
月
２２
日
に
開
催
さ
れ
た
、
さ
く
ら
ス 

ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
大
会
５
年
生

の
部
で
、
大
谷
暁
君
（
尾
無
）
が

個
人
戦
で
３
位
入
賞
し
ま
し
た
。 

　
宇
田
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
２

年
前
か
ら
剣
道
を
開
始
、
入
賞
は 

今
回
が
初
め
て
。
団
体
戦
で
も
初
の
１
勝
を
あ
げ
、
団
員

た
ち
は
日
頃
の
練
習
の
成
果
が
実
っ
た
と
喜
ん
で
い
ま
す
。 

四
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
（
冬
の
部
）
開
催 

　
３
月
９
日
、
肌
寒
い
な
が
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
日
和
に
恵
ま

れ
、
久
し
ぶ
り
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
満
喫
し
ま
し
た
。 

宇
田
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
　
３２
人
参
加 

【
ミ
ス
タ
ー
の
部
】（
敬
称
略
） 

優
　
勝
　
白
石
　
孝
治（
井
部
田
） 

準
優
勝
　
西
村
　
輝
二（
　
郷
　
） 

第
３
位
　
中
野
　
克
美（
公
民
館
） 

【
ミ
ズ
の
部
】 

優
　
勝
　
中
村
　
壽
子（
　
畑
　
） 

準
優
勝
　
近
藤
利
津
子（
井
部
田
） 

第
３
位
　
広
石
　
陽
子（
尾
　
無
） 

コイのぼり 
建てを待つ 
大井川土手 

３位入賞して 
喜ぶ大谷暁君 

17

さ
と
る 
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民生課からのお知らせ 

元気島通信元気島通信元気島通信 ☆発進！スマイル（笑顔）＆ 
　　　　トーク（声かけ）☆ 

　昨年度より、医療保険者が責任をもって行う『特定健診』が始まりました。 
　『メタボリックシンドローム』と聞くと、おなかまわりが大きい人･･･と思いがちですが、腹囲
に加え血圧や脂質、血糖検査の結果が少しずつでも高い状態が重なると、その後の生活にも支障
をきたす大きな病気（心臓病や脳卒中など）になりやすいことがわかってきました。『メタボ』
は「ちょっと生活を見直した方がいいよ」という体からのサイン。 
　健診は、自分のからだの声を聞く年に1回のチャンス！　日々、いろいろなことに追われ、自分
のことは後回しにしてしまいがちですが、この機会にからだの声を聞きませんか？ 

今年の健診テーマは 

『健診を  受けてなお知る  このからだ』『健診を  受けてなお知る  このからだ』『健診を  受けてなお知る  このからだ』原田保健師 

5月1日（金）～8月31日（月）は「今が大事！健康てんけん」月間です！ 

　健診テーマは『健診へ行こう！』標語応募作品の中から、健康づくり推進協議会
委員のみなさんが選ばれた最優秀賞作品です。 

★最優秀賞　金　　洋さん（尾無）からのメッセージ 
　健康だと安心して日頃から気を遣っていないけれ
ど、健診に行ってみると『こんなところもあったの
か』と知ることもある。忙しくても健診に行く時間
は作った方がいい。健診で命を救われたこともあっ
たし、有意義な人生を送るために、健診を受けるこ
とは大事なことだと思う。

★　★　★　21年度健診の変更点　★　★　★ 
●健診会場へは『受診券』を持参 
　本人確認のために、必ず「受診券」をご持参ください。 

●大腸がん検診（集団検診）希望者の検査容器と受診票の受け取り 
　今年度は希望者への容器配付は行いません。 
　希望者は、役場民生課または各支所で検査容器と受診票をお受け取りください。 
※「希望調査」は行いません。受けることができる検診は４月中旬に配付された
　「受診券」に記載してあります。詳細は保健推進員さん（婦人会支部長または
　副支部長）が各戸に配付されます『健診のしおり』をご覧ください。 

優秀賞 
　『健診は　健康家族の　第一歩』 
　　　　　　　　　　　末舛富美枝さん（森見藤）　 

　『行こうやぁ　健診受けて　健康確認』　 
　　　　　　　　　　　柳井美恵子さん（尾　無） 

 

標語を応募して 
くださった方 

小田　保子さん（宇　久） 
　田　人惠さん（寺　東） 
後根　正枝さん（釜　屋） 
橋本　　子さん（宇田浦） 
中野　克美さん（伊　豆） 
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◎町県民税・固定資産税の納期前納付報奨金制度の
　廃止について 
　平成20年度までは、町県民税・固定資産税の納
付については、納期前に納付された場合には、納付
報奨金を差し引いていましたが、県内のほとんどの
市町で報奨金制度が廃止されていることから、平成
21年度から、納期前納付報奨金制度が廃止されま
す。 
 

◎全期前納（一括納付）は、引き続きできます。 
　全期前納（一括納付）については、これまで通り
実施します。そのため、現在口座振替制度をご利用
の方で、全期前納（一括納付）から期別（毎月納付）
に変更される方は、金融機関で手続きをされるか、
役場住民課に申し出をお願いします。 
◎全期前納納期限（口座振替日） 
　平成21年6月30日（火） 
◎お問い合わせ　役場住民課　☎2－0500

　学校在学期間中の保険料を社会人になってから納
めることができる制度です。 
　学生で保険料を納めることが困難なときは、役場
住民課窓口に申請をし、社会保険事務所で前年の所
得などを審査して、承認を受けると、その期間の保
険料を社会人になってから納めることもできます。 
○学生納付特例の対象となる方 
大学等に在学する20歳以上の方で、本人の前年
所得が118万円以下（※）の方となります。 
※扶養親族等がいる場合には、所得基準が異なり
　ます。 
○学生納付特例の承認期間 
4月（または20歳誕生月）から翌年3月までです。 
申請手続きは毎年必要です。 
前年度、学生納付特例を承認された方で、今年度
も同じ学校に在学する方には、社会保険庁から「学

生納付特例申請書（ハガキ）」が送付されます。
必要事項を記入し、返送することで学生納付特例
の申請ができます。 
ただし、在学する学校などを変更された方は、改
めて申請手続きをしてください。 
○学生納付特例の申請手続きにご持参いただくもの 
　①年金手帳 
　②学生証（コピー可）または在学証明書 
　③印鑑 
　④会社等を退職されて学生になられた方は〈雇用
　　被保険者離職票、雇用保険受給資格者証、雇用
　　保険被保険者資格喪失確認通知書〉など、いず
　　れかの書類が必要です。（コピー可） 
○お問い合わせ先　山口社会保険事務所萩事務所　
　☎0838－24－2156 
　役場住民課　☎2－0500

学生納付特例制度をご存じですか?

介護保険料が変わります！！ 平成２１～２３年度の介護保険料 （６５歳以上の方）が決定しました。 

平成２１年度から町県民税・固定資産税の 
納期前納付報奨金制度が廃止されます 

税のお知らせ 

年金だより 

生活保護受給者、老齢福祉年金受給者で町民税非課税世帯の方 
町民税非課税世帯で、合計所得金額と課税年金収入額の合計額が 
80万円以下の方 
町民税非課税世帯で、合計所得金額と課税年金収入額の合計額が 
80万円を超える方 
本人は町民税非課税で、世帯のどなたかが町民税課税の方 
本人が町民税課税で、合計所得金額が200万円未満の方 
本人が町民税課税で、合計所得金額が200万円以上の方 
 ※介護保険の保険料は、必要な介護サービス費用が賄えるように3年ごとに見直しが行われます。今回は、

　介護保険からサービス事業者に支払われる報酬が上がったことや、特別養護老人ホームなど施設に入所さ
　れる方が増えてきたことなどから、保険料を変更しました。 
※介護報酬が上がると保険料も上がることから、国から保険料の上昇を抑えるために各市町に交付金が交付
　され、保険料が軽減されています。 
●お問い合わせ　民生課介護福祉係（☎2－3115） 

区　分 年　額 月　額 対　　象　　者 
第１段階 
第２段階 
 

第３段階 
 

第４段階 
第５段階 
第６段階 

24,300円 
24,300円 

 
36,450円 

 
48,600円 
60,750円 
72,900円 

2,025円 
2,025円 

 
3,038円 

 
4,050円 
5,063円 
6,075円 
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種    類 交    　　  付      　　額 内            　　　　　　容 
Ｕターン 
奨 励 金 
 

転　　入 
奨 励 金 
 

就　　業 
支 度 金 
結婚祝金 
 
 

出産祝金 

世帯（２人以上） 200,000円 
単　　身　　者 50,000円 
世帯（２人以上） 100,000円 
単　　身　　者 50,000円 
世帯（２人以上） 300,000円 
単　　身　　者 100,000円 

 50,000円
 

 
 50,000円 
第　　１　　子 30,000円 
第　　２　　子 50,000円 
第　　３　　子 100,000円 
第　　４　　子 200,000円 
第 ５ 子 以 上 300,000円 

阿武町に定住の意志のある方がＵターンされた場合。ただし、 
山口県内からのＵターンは除きます。 

阿武町に定住の意志がある方が転入された場合。 
 阿武町に定住の意志のある45歳以下の方が第１次産業就業の 
ため転入された場合。 
阿武町に住所を有し、定住の意志のある方が新卒就業された 
場合。（町外勤務も可） 
阿武町に住所を有し、定住の意志のある方が結婚された場合。 

 
阿武町に住所を有し、定住の意志のある方が子供を出産され 
た場合。 

阿武町に定住したい「あなた」をバックアップ！ 阿武町に定住したい「あなた」をバックアップ！ 
　阿武町では、定住促進事業の一環として、下記のとおり各奨励金の交付制度を実施しています 
のでご利用ください。 

※なお、この制度は年の途中で変更することがあります。 
※詳しくは、役場総務課（☎２－３１１１）または住民課、各支所窓口にお問い合わせください。 

　阿武町では、乳幼児の交通安全対策の一つとし
て、チャイルドシート購入者に対して、その経費
の一部を補助する制度を実施しています。 
★補助対象者　阿武町に住所を有し、生活実態の
　ある６歳未満の乳幼児と同居する親族でチャイ
　ルドシートを購入した人。なお、交付対象は１
　乳幼児に対し１回限りです。 
★補助金の額　チャイルドシート購入金額の２分
　の１以内で、１万５０００円を上限とします。（※
　１００円未満の端数は切り捨て） 
★必要な書類　役場または、各支所に備え付けの
　「乳幼児シートベルト補助金交付申請書」に必要
　事項を記入し、領収書などを添付してください。 
　請求期限は購入の日から１年以内です。 
★問い合わせ先 
　役場総務課（☎2－3111） 
　または、各支所まで。 

　阿武町では、町に在住する心身障害者の方や
７５歳以上の方を対象に、日常生活の利便と社会
活動範囲の拡大や福祉増進を図ることを目的とし
て、タクシー運賃の一部を助成します。 
★対象者（阿武町在住） 
・身体障害者　身体障害者手帳１～３級の所持者 
・知的障害者　療育手帳所持者 
・精神障害者　精神障害者保健福祉手帳所持者 
・その他・７５歳以上の方 
　　　　・・寝たきり高齢者判定基準のＢ・Ｃの方 
　　　　・・認知症高齢者判定基準４以上の方 
★助成額及び回数 
　利用1回について小型基本運賃を助成します。 
・身体障害者、精神薄弱者、精神障害者／年３６回 
・人工透析者／年１４４回　 　・・その他／年２４回 
★利用できるタクシー 
　町内のタクシー業者（近鉄タクシー） 
　※人工透析者は萩市内のタクシー業者利用可能 
★問い合わせ先　役場民生課　☎２－３１１５ 

チャイルドシート購入費の1/2を補助 

パパママ
ちゅけてね

木造住宅の耐震診断・耐震改修の補助制度　平成７年に発生した阪神淡路大震災では、多く
の方が家屋や家具類など倒壊により命を落とされました。ここ４年あまりの間に発生した新潟県中越地震、
能登半島地震、新潟中越沖地震でも、多くの住宅が被害に遭い、かけがえのない生命、財産が失われていま
す。このため町では既存建物の地震に対する安全性の向上を図り、地震に強いまちづくりを推進するため、
木造住宅の耐震診断・耐震改修を実施しようとする方に対して、費用の一部を補助します。 

■補助制度 

　　の概要 

 

■問い合わせ先　役場施設課　☎2－3112 

木造住宅の耐震診断 
木造住宅の耐震改修 

昭和５６年５月３１日以前に着工され 
た１戸建てで階数が３以下のもの 

費用の 
２／３以内 

 

４万円 
６０万円 

 

５戸 
１戸 
 

補　助　制　度 補　　助　　対　　象 補 助 率 補助限度額 補助戸数 

元気！阿武町！５００１プラン　ともに築く定住のまちづくり

5
月
1
日
〜
３１
日
は
「
児
童
福
祉
月
間
」
で
す
！
 
「
お
は
よ
う
」
が
　
え
が
お
に
な
る
ね
　
き
み
と
ぼ
く 

福祉タクシー運賃の一部を助成 



女
と
男
の
一
行
詩 

決
め
る
の
も
　
や
る
の
も
一
緒
　
家
事
育
児 

ひ
と 

ひ
と 
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水田経営農家の皆さん 

農林水産省山口農政事務所では、平成２１年度の「水田経営所得安定対策」加入者の受付を行います。 

水田経営所得安定対策に加入しませんか 

○加入できる方　水田で農業を営む認定農業者と集落営農組織が対象です。 
○支援内容 
　Ⅰ　大豆直接交付金 
　　　①［固定払］平成１６年～１８年度の３カ年の生産実績に応じて固定的に支払われる交付金です。 
　　　②［成績払］当年に収穫した大豆の生産量・品質などに応じて支払われる交付金です。 
　Ⅱ　収入減少補てん交付金（米・大豆が対象） 
　　　③過去５年間の最高と最低年を除いた平均収入と比較して、当年に減収した金額を補てんする
　　　　交付金です。 
○加入申請受付窓口　ＪＡあぶらんど萩福賀支所　４月２１日（火）　午前９時半～午後３時 
○加入受付期間　４月１日～６月３０日まで 
　　　　　　　　（以後は中国四国農政局山口農政事務所　地域第一課で受け付けています。）　 
○お問い合せ先　役場経済課　☎２－３１１４ 
　　　　　　　　ＪＡあぶらんど萩営農指導課　☎０８３８－２２－４２３０ 
　　　　　　　　中国四国農政局山口農政事務所　地域第一課　☎０８３８－２２－０９５５ 

阿
武
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を

　
　
着
て
山
口
国
体
を
応
援
し
よ
う

    ◆
山
口
国
体
の
開
催
に
向
け
て
 

　
平
成
２３
年
（
２
０
１
１
年
）
に

第
６６
回
国
民
体
育
大
会
「
お
い
で

ま
せ
！
山
口
国
体
」
が
ス
ロ
ー
ガ

ン
「
君
の
一
生
け
ん
め
い
に
会
い

た
い
」
の
も
と
山
口
県
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
 

　
本
町
で
は
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
競
技
と
し
て
、
障
害
者
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
 

　
大
会
成
功
に
向
け
、
阿

武
町
で
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
ポ

ロ
シ
ャ
ツ
を
作
製
し
ま
す
。

本
町
で
の
大
会
を
町
民
の

皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ

き
、
盛
況
に
し
て
い
く
た

め
、
今
回
、
特
別
価
格
に

て
斡
旋
し
ま
す
。
 

　
購
入
希
望
の
方
は
、
下

記
へ
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
今
回
は
２
０
０
着

限
定
で
す
の
で
、
先
着
順

お
一
人
様
一
枚
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。
 

■
価
　
格
 

　
１
着
　
１
０
０
０
円
 
 

　
（
定
価
２
０
０
０
円
）
 

 

    ■
申
し
込
み
 

　
阿
武
町
教
育
委
員
会
 

　
　
　
　
（
☎
２
―
０
５
０
１
）
 

■
そ
の
他
 

・
お
申
し
込
み
の
際
、
シ
ャ
ツ
の

　
サ
イ
ズ
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

・
商
品
の
お
渡
し
は
、
６
月
下
旬

　
町
民
セ
ン
タ
ー
で
、
代
金
引
き

　
替
え
と
な
り
ま
す
。
 

  

・年齢が１８歳以上、５４歳以下で健康な方 
・体重が男性４５kg以上、女性４０kg以上の方 

Ｃ型肝炎・Ｂ型肝炎ウイルスの感染が心配な方 
 

エイズウイルス・性感染症（クラミジア・梅毒） 
の抗体検査希望者 
心の健康・アルコール・認知症などの問題で困っている方 
子どもさんの発育や発達について心配な方 
 

萩健康福祉センターではさまざまな検査を毎月おこなっています。 
 
 
行　　事　　名 

骨髄移植登録検査 
 
Ｃ型肝炎・Ｂ型肝炎ウ 
イルス検査（血液検査） 

エイズ抗体即日　昼間 
検査（血液検査）　夜間 
心の健康相談 
乳幼児発達クリニック 
 

曜　　日 
 

第２火曜日 
 

第２火曜日 
 

第２火曜日 
〃（６･８･１０･１２･２月） 
第４水曜日 
原則第２月曜日 

 
 
 

開催時間 
 １３:３０～１４:３０ 

 （受付時間） 

１３:００～１４:００ 
 

１５:００～１６:００ 
１７:００～１９:００ 

１３:００～１４:００（受付時間） 
１３:３０～１４:３０（受付時間） 

 

対　　　　　　　　象 

開催場所：萩健康福祉センター　萩市大字江向５３１－１ 
電話番号：☎０８３８－２５－２６６３  すべて予約制のため、事前に連絡をお願いします。 
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休日当番医

お し ら せ 

４月２６日（日） 

４月２９日（水） 

５月３日（日） 

５月４日（月） 

５月５日（火） 

５月６日（水） 

５月１０日（日） 

５月１７日（日） 

緊急の場合は１１９番 

女
と
男
の
一
行
詩 

誰
の
せ
い
で
も
な
い
　
誰
か
の
た
め
に
で
き
る
こ
と 

ひ
と 

ひ
と 

募
　
　
集

竹
文
化
講
座
 

まちの笑顔(^o^)

ドキドキ、 
　　　ワクワク入学式 
福賀小学校新一年生の 
白松俊之くん（下笹尾） 

   

竹
楽
器
づ
く
り
と
竹
楽
器
演
奏 

　
手
作
り
の
竹
楽
器
で
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
演
奏
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

▼
竹
楽
器
の
製
作 

　
期
間
　
５
月
９
日
〜
６
月
ま
で
の

　
毎
週
土
・
日
曜
日 

　
場
所
　
萩
市
福
井
　
阿
武
萩
森
林

　
組
合
乾
燥
庫 

　
募
集
人
員
　
約
３０
人 

▼
竹
楽
器
の
演
奏
練
習 

　
期
間  

７
月
〜
９
月
ま
で
の
毎
週

　
日
曜
日 

　
場
所
　
萩
市
明
木
　
旭
マ
ル
チ
メ

　
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

　
募
集
人
員
　
約
３０
人 

▼
参
加
費
　
無
料 

▼
申
込
期
限
　
４
月
３０
日（
木
） 

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
山
口
県
萩
農
林

　
事
務
所
森
林
部 

　
☎
０
８
３
８
―
２２
―
３
３
６
６ 

   

▼
募
集
種
目
　
一
般
曹
候
補
生 

▼
資
格
　
平
成
２２
年
４
月
１
日
現
在

　
１８
歳
以
上
２７
歳
未
満
の
者 

▼
受
付
期
間
　
平
成
２１
年
４
月
１
日

　（
水
）〜
５
月
１２
日（
火
）ま
で 

▼
試
験
日
　
第
１
次
試
験 

　
平
成
２１
年
５
月
２３
日（
土
） 

▼
入
隊 

　
平
成
２２
年
３
月
下
旬
〜
４
月
上
旬 

▼
問
い
合
わ
せ
先 

　
自
衛
隊
萩
地
域
事
務
所 

　
☎
０
８
３
８
―
２２
―
２
４
０
９ 

    

平
成
２１
年
度
 

一
般
曹
候
補
生
を
募
集
 

　
県
で
は
、
萩
広
域
都
市
圏
に
お
け
る
都
市
づ

く
り
の
考
え
方
を
示
す
「
萩
広
域
都
市
圏
の
都

市
計
画
の
方
針
」
の
改
訂
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
検
討
案
を
公
表
し
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
個
々
の
ご
意
見
に
対
し
て
は
回
答
い

た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

▼
募
集
期
間
　
５
月
１
日
〜
６
月
１２
日 

▼
閲
覧
方
法
　
①
文
書
閲
覧
　
県
庁
情
報
公
開

　
セ
ン
タ
ー
　
県
庁
土
木
建
築
部
都
市
計
画
課

　
各
地
方
県
民
相
談
室
、
萩
市
都
市
計
画
課
及

　
び
阿
武
町
総
務
課
　
②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　

　http://www.pref.yam
aguchi.lg.jp/ 

　cm
s/a11000/pub-com

m
ent/ 

▼
意
見
提
出
方
法
　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

　
を
明
記
の
上
、
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー

　
ル
に
て
県
へ
提
出
ね
が
い
ま
す
。 

▼
お
問
い
合
せ
先
　
県
土
木
建
築
部
都
市
計
画

　
課
☎
０
８
３
―
９
３
３
―
３
７
２
５
　
萩
市

　
都
市
計
画
課
☎
０
８
３
８
―
２５
―
３
１
０
４

　
役
場
総
務
課
☎
０
８
３
８
８
―
２
―
３
１
１

　
２ 

福
賀
・
中
村
団
地
の
入
居
者
募
集 

　役場施設課では、福賀・中村団地公営 
住宅の入居者を次のとおり募集します。 
◆団 地 名　中村団地 
◆場　　所　福賀支所横 
◆戸　　数　３戸 
◆間 取 り　３ＬＤＫ（木造平屋建、約１０畳のダイニング・リビング・
　　　　　　キッチンに６畳の和室、６畳の洋間×２室） 
◆受付期間　随時 
◆入居資格　収入基準に該当する方（※現在、既設の公営住宅へ入居さ
　　　　　　れている方の申し込みは、受け付けることができません。） 
◆受付詳細　役場施設課（☎２－３１１２） 

萩広域都市圏の都市計画の方針改訂版（案）に対する意見の募集 



自治会長（駐在員）集会　9:30【町民センター多目的ホール】 
奈古地区消防後援会総会　11:00【町民センター小会議室】 
奈古寿齢大学運営委員会・クラブ役員会　9:00【町民センター】 
奈古子ども会育成連絡協議会総会　19:30【町民センター】 
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】 
まちづくり懇談会（宇田郷地区）19:00【ふれあいセンター】 
まちづくり懇談会（福賀地区）19:00【のうそんセンター】 
奈古エアロビクスクラブ　20:00【町民センター】 
誕生会【みどり保育園】 
保育参観、保護者会、母親クラブ総会　8:30【みどり保育園】 
春の奈古やかグラウンドゴルフ大会　8:30【阿武中グラウンド他】 
まちづくり懇談会（奈古地区）19:00【町民センター多目的ホール】 
海岸清掃（ポリ缶回収）9:00【町内海岸】 
コイのぼり修理　19:30【のうそんセンター】 
避難訓練、交通安全指導【みどり保育園】 
大井川土手コイのぼり立て　14:00【福賀地区】 
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】 
集団検診（宇田郷）（～９日） 8:00【ふれあいセンター】 
乳幼児健診（奈古・宇田郷）13:00【母子健康センター】 
デイケア「青空会」9:30【のうそんセンター】 
糖尿病教室「さくら会」9:00【町民センター】 
乳幼児健診（福賀）13:30【福賀診療所】 
集団検診（福賀）（～16日）8:00【のうそんセンター】 
奈古寿齢大学開講式・５月講座並びに寿齢クラブ総会　9:00【町民センター】 
食改役員会　9:00【役場第１会議室】 
福賀ストレッチ楽集会　10:00【のうそんセンター】 
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】 
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阿武町の人口と世帯数 （３月末） 

（　）内数字は対前月比 

区　分 

奈　古 

福　賀 

宇田郷 

合　計 

人　口 

2,505（－21） 

　766（ 7 ） 

　713（ 0 ） 

3,984（－14） 

 

世帯数 

　959（－ 2） 

　324（ 2 ） 

　316（－ 2） 

1,599（－ 2） 

町の異動 

転入　27 

転出　35 

出生　 1 

死亡　 7

３月の交通事故 

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損 
事故 

146 
（116） 
3 
（4） 

20 
（24） 
1 
（1） 

0 
（0） 
0 
（0） 

1 
（1） 

17 
（22） 

負傷者 死者 

人　身　事　故 

件数 
萩警察署管内で 
起こった事故 
うち阿武町内で 
起こった事故 

女
と
男
の
一
行
詩 

尊
敬
し
ま
す
　
産
休
育
休
奨
め
る
上
司 

ひ
と 

ひ
と 

●問い合わせ先 
　ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714

月 日 曜 行　　　事　　　予　　　定 
４／２１～５／２０ 

4
月
 

火 
 
水 
 
木 
 
 
金 
 
土 
日 
月 

火 
 
木 
 
木 
金 
月 
火 
水 
木 

金
 
 
月 
火 
水 

21 
 
22 
 

23
 
 
 
24 
 
25 
26 
27 

28 
 
30 
 
7 
8 
11 
12 
13 
14 

15
 
 
18 
19 
20 
 

5
月
 

町内の求人情報  ４月１３日現在 
求人数 

２人 
 
１人 

年齢 

不問
 
 
不問 

賃　　　金 

１５０,０００～２５０,０００円 
 

１７０,０００～１９０,０００円 
 

業　　種 

マッサージ師 
 

工場内作業員 
（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。） 

会　社　名 
山口ケア－ 
マッサージ 
㈱リング 

   

　
県
が
管
理
す
る
国
道
、
県
道
で
延

長
３
０
０
ｍ
以
上
の
区
間
に
つ
い

て
、
路
肩
や
の
り
面
な
ど
の
草
刈
り

を
し
て
い
た
だ
け
る
自
治
会
な
ど
、

地
域
の
方
々
で
構
成
さ
れ
た
団
体
を

募
集
し
て
い
ま
す
。 

▼
募
集
期
間 

　
４
月
２１
日
〜
５
月
２８
日 

▼
詳
細
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
萩
土
木
建
築
事
務
所 

　
☎
０
８
３
８
―
２２
―
０
０
４
５ 

    

　
平
日
は
午
後
７
時
ま
で
時
間
を
延

長
し
ま
す
。 

  

消
費
生
活
に
お
け
る
苦
情
や
問
い

合
わ
せ
を
受
け
、
専
門
相
談
員
が
情

報
の
提
供
や
助
言
を
行
い
ま
す
。 

▼
利
用
時
間
　
月
〜
金
曜
日
は
午
前

　
８
時
半
〜
午
後
７
時
、
土
曜
日
は

　
午
後
５
時
ま
で 

▼
問
い
合
わ
せ
先 

　
山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

　
☎
０
８
３
―
９
２
４
―
０
９
９
９ 

4月分 道
路
の
草
刈
り
を
し
て
 

い
た
だ
け
る
団
体
を
募
集
 

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
 

　
　
受
付
時
間
の
変
更
 

　「福と賀の里創生企画」と「福賀公民館」
では、コイのぼり設置スタッフと、不要にな
ったコイのぼりを大募集しています。 
　５月の福賀の風物詩となっている、大井川
沿いのコイのぼりで、今年も１２０匹を泳がせ
る予定です。新緑薫る、福と賀の里で、コイ
のぼり立てで心地良い 
汗を流しませんか！ 
◆日時　４月30日（木） 
　　　　午後２時 
◆集合場所 
　福賀宮の馬場付近 
◆問い合わせ先 
　福賀公民館 
　☎５－０２１１ 

コイのぼり立て
スタッフ募集



　４月はメジナ（通称クロ）が旬

を迎えています。メジナは、波

止場や磯の岩場でよく釣れるお

なじみの魚です。

　道の駅阿武町にならんでいる

メジナのほとんどが、建網とい

う漁法で春から初夏に水揚げさ

れます。

　食べ方は、大きめの物は刺身・塩焼きに、手の

ひらサイズの物は煮付けや唐揚げにむいていま

す。「三好さん」の好きな食べ方はお刺身だそう

です。

　ちなみに、メジナは雑食性で、海藻を好んで食

べます。夏の時期は、磯臭さが残りますが、この

時期は脂がのって最高とのこと。道の駅阿武町の

魚は、市場直送なので味、鮮度とも抜群。食べ

方、料理の方法など分からないときは道の駅阿武

町の店員さんにおたずねください。丁寧に教えて

いただけますよ。

◆お問い合わせ

　道の駅阿武町物産直売所　☎08388－2－2828

俳
　
句

合
格
を
絵
馬
に
託
し
て
受
験
の
子 

登

校

子

列

乱

し

た

る

春

嵐

 

背
を
向
け
た
里
に
も
桜
咲
き
に
け
り 

春
嵐
に
や
っ
と
耐
え
た
よ
古
ハ
ウ
ス 

う
す
墨
を
好
み
し
千
代
や
花
衣 

清
流
に
生
き
る
ふ
る
さ
と
猫
柳 

寒

日

和

港

に

漁

夫

の

立

話

 

啓
蟄
や
ひ
と
鍬
ご
と
に
土
匂
ふ 

猫
の
乳
す
こ
し
脹
ら
み
春
動
く 

真
直
ぐ
な
る
竹
碧
み
た
り
鳥
の
声 

卒
業
子
折
目
正
し
く
証
を
受
く 

夢
太
く
姿
す
っ
き
り
卒
業
す 

塗
装
屋
の
刷
毛
光
り
を
り
猫
柳 

踏
ま
な
い
で
囁
く
声
の
犬
ふ
ぐ
り 

猫
柳
背
丈
の
ば
し
て
明
日
を
見
る 

春
愁
や
鏡
と
話
す
自
問
自
答 

色
た
し
て
更
に
深
め
て
猫
柳 

初
め
て
の
英
語
ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ズ
カ
ム 

割
烹
着
し
て
三
月
を
追
い
か
け
る 

大
正
の
雛
真
ん
中
に
酒
を
酌
む 

巣
立
つ
子
の
風
三
月
の
ぬ
か
り
道 

三
月
の
枝
に
結
ん
だ
吉
の
札 

四
温
晴
れ
住
所
不
定
の
猫
が
行
く 

木
瓜
満
開
呆
け
し
友
と
手
を
つ
な
ぎ 

 

田
中
　
文
笠（
森
見
藤
） 

小
野
　
一
雄（
下
　
郷
） 

高
橋
作
之
助（
浜
の
１
） 

水
津
　
英
水（
木
　
与
） 

河
原
　
和
子（
上
　
郷
） 

田
中
　
か
め（
西
の
３
） 

金
子
　
幸
江（
　
市
　
） 

佐
々
岡
美
保（
中
　
村
） 

原
　
　
清
穂（
伊
　
豆
） 

柳
井
　
惠
子（
平
　
原
） 

林
　
　
弘
子（
浜
の
１
） 

橋
本
多
華
子（
元
　
浦
） 

斎
藤
　
孝
子（
今
　
浦
） 

大
倉
　
淑
子（
上
　
万
） 

梅
地
　
眞
代（
東
　
方
） 

池
田
　
幸
枝（
上
　
片
） 

中
村
　
良
江（
　
市
　
） 

木
村
　
信
惠（
久
瀬
原
）

米
原
　
泉
女（
筒
　
尾
） 

出
羽
法
泉
子（
浜
の
１
） 

河
原
　
慶
子（
上
　
郷
） 

水
津
　
紅
魚（
浜
の
３
） 

田
中
　
弥
生（
木
　
与
） 

金
崎
　
藤
子（
元
　
浦
） 

 

◆お問い合わせ
　あぶフォト倶楽部事務局
　役場総務課企画広報係
　☎２－３１１１

 

あぶフォト倶楽部
作品は道の駅発祥交流館ギャラリーに展示中

テーマ「自由」
タイトル「帰り道」
蔵澄秀昭（防府市）

テ
ー
マ
「
３
月
」

タ
イ
ト
ル
「
春
の
風
」

蔵
澄
秀
昭
（
防
府
市
）

３月の優秀作品

先
月
３
月
号
の
河
原
和
子
さ
ん
の
作
品
で 

〈
絵
手
紙
は
一
厘
ほ
ど
の
梅
の
花
〉
と
あ
る
の
は 

〈
絵
手
紙
は
一
輪
ほ
ど
の
梅
の
花
〉
の
誤
り
で
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
訂
正
し
て
お
詫
び
致
し
ま
す
。 

お
詫
び 

け
い
　
ち
つ 

ふ
く 

あ
お 

は
　
け 

ひ
な 

ぼ
　
け 

テ
ー
マ
「
３
月
」

タ
イ
ト
ル
「
春
二
番
」

礒
部
孝
広
（
東
方
）

テーマ「自由」
タイトル「The Morning Sun」
関谷康治（山口市） 　

ごっそーごっそー

旬旬のの

山口県漁協
宇田郷支店

三好保弘さん

メジナ（阿武町ではクロ）

脂がのって
　刺身が最高!!
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